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《＊短期大学の特色等》 
 
（１）短期大学を設置する学校法人（以下「法人」という。）の沿革（概要）及び短期大学の沿

革（概要）。 

学校法人常磐大学は、現在、短期大学並びに大学、高等学校、中等教育学校及び幼

稚園を設置しており、その沿革（概要）は以下のとおりである。  
 なお、本法人は、2009（平成 21）年度に開学 100 周年を迎える。  
 
〔学校法人常磐大学の沿革（概要）〕  
 
1909（明治42）年11月 創立者諸澤みよ　水戸市馬口労町に裁縫伝習所を開設

1922（大正11）年4月 水戸常磐女学校を開校

1935（昭和10）年4月 常磐高等女学校を設立

1948（昭和23）年3月 学制改革により常磐女子高等学校を設立

1951（昭和26）年3月 私立学校法により学校法人常磐学園の設立認可

1966（昭和41）年4月 ＊常磐学園短期大学を開学（家政科家政専攻、家政科食物栄養専攻）

1968（昭和43）年4月 ＊常磐学園短期大学に幼児教育科を増設

1970（昭和45）年4月 ＊常磐学園短期大学附属幼稚園を開園

1975（昭和50）年4月 ＊常磐学園短期大学に教養科を増設

1983（昭和58）年4月 常磐大学を開学（人間科学部人間関係学科、コミュニケーション学科）

1987（昭和62）年4月 ＊常磐学園短期大学の学科名称を変更（教養科を教養学科、幼児教育科を幼児教
育学科、家政科家政専攻を生活科学科生活科学専攻、家政科食物栄養専攻を生
活科学科食物栄養専攻）

1988（昭和63）年4月 常磐大学人間科学部に組織管理学科を増設

1989（平成 1）年4月 常磐大学に大学院人間科学研究科修士課程を設置

1990（平成 2）年4月 ＊常磐学園短期大学を常磐大学短期大学部に名称変更、経営情報学科を増設

1993（平成 5）年4月 常磐大学大学院人間科学研究科博士課程（後期）を設置

1996（平成 8）年4月 常磐大学国際学部を設置（国際協力学科、国際ビジネス学科）

1999（平成11）年4月 ＊常磐大学短期大学部を常磐短期大学に名称変更

2000（平成12）年4月 常磐大学コミュニティ振興学部を設置（コミュニティ文化学科、ヒューマン
サービス学科）

常磐女子高等学校を常磐大学高等学校に名称変更し男女共学化

2002（平成14）年4月 ＊常磐短期大学の幼児教育学科を幼児教育保育学科に名称変更

2003（平成15）年4月 ＊常磐短期大学の教養学科と経営情報学科を統合し、キャリア教養学科を設置
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2004（平成16）年4月 常磐大学大学院コミュニティ振興学研究科修士課程を設置

常磐大学人間科学部の人間関係学科と組織管理学科を改組し、心理教育学科及
び現代社会学科を設置

常磐大学国際学部の国際協力学科と国際ビジネス学科を改組し、国際関係学科
（国際協力学専攻、国際ビジネス学専攻）及び英米語学科を設置

2004（平成16）年12月 ＊常磐短期大学経営情報学科を廃止

2005（平成17）年１月 ＊学校法人名称を常磐学園から常磐大学に変更

2005（平成17）年4月 ＊常磐短期大学附属幼稚園を常磐大学幼稚園に名称変更

常磐大学大学院被害者学研究科修士課程を設置

2006（平成18）年3月 ＊常磐短期大学教養学科を廃止

2006（平成18）年4月 常磐大学コミュニティ振興学部に地域政策学科を増設

2008（平成20）年4月 ＊常磐短期大学生活科学科生活科学専攻及び食物栄養専攻は学生募集停止

常磐大学人間科学部心理教育学科及び国際学部国際関係学科（国際協力学専
攻、国際ビジネス学専攻）は学生募集停止

常磐大学人間科学部心理学科、教育学科、健康栄養学科及び国際学部経営学
科を設置

智学館中等教育学校を設置

（注）　＊印は常磐短期大学の沿革を示す。  

 

（２）短期大学の所在地、位置（市・区・町・村の全体図）、周囲の状況（産業、人口等）等。 

  
常磐短期大学の所在地  

  茨城県水戸市見和一丁目 430 番地の 1 
 
 常磐短期大学の位置  
  茨城県水戸市  
   〔茨城県水戸市の位置〕  

水戸市は、首都東京から北東へ 100ｋｍの距離にあり、関東平野の北東端に位
置する茨城県の県庁所在地であり、県の中心よりやや東部に位置し、東経 140
度 28 分、北緯 36 度 22 分の地点を中心に市街地が形成されている。  
東には大洗海岸、西には筑波山や日光の山々、北には八溝山や阿武隈の山々、

そして南には関東平野の一部を成す広々とした常陸台地が望める。  
（本領域の末尾 図－1 参照）  

 
   〔常磐短期大学の位置〕  

本学は、ＪＲ水戸駅から北西に約 3.5ｋｍの市街地から適度に離れた台地上に
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所在し、ＪＲ常磐線の赤塚駅を水戸駅方面に出て間もなく、進行方向右手に、

偕楽園や千波湖に続く緑地帯の中に見ることができる。周囲は自然の緑地に恵

まれ、都会の喧騒を離れた落ち着いた場所である。  
     （本領域の末尾 図－2 参照）  

 
 常磐短期大学の周辺の状況（産業、人口等） 
  水戸市は、徳川御三家に数えられる水戸徳川家ゆかりの地として、名君と仰がれ

た水戸黄門（徳川光圀）を生み、大政奉還を行った最後の将軍・徳川慶喜を送り出

した。また、梅の名所として知られる偕楽園や弘道館があり、毎年 2・3 月には水戸
の梅まつりが、8 月には水戸黄門まつりが開催され、往事の様子を今に伝えている。
さらに、明治になってからは、納豆の生産と消費が盛んになり、水戸納豆として親

しまれている。  
  水戸市の産業は、第 3 次産業がその大半を占めている。つまり、平成 16 年度事業
所・企業統計調査の結果を見ると、第 3 次産業（サービス業、卸・小売業、飲食店、
金融・保険業、公務等）が 85.0％と全体の約 8 割以上を占め、農林漁業の第 1 次産
業が 0.1％、鉱業、建設業、製造業の第 2 次産業が 14.9％となっている。(水戸市政
策企画課「平成 19 年版 水戸市の概要」38 頁) 

  また、水戸市の人口は、市制が施行された 1889（明治 22）年には 25,591 人であ
ったが、その後、第 2 次世界大戦終戦時の 1945（昭和 20）年には 49,495 人となり、
さらに周辺町村の編入を経て常磐短期大学開学時の 1966（昭和 41）年には 158,279
人に増え、2008（平成 20）年４月 1 日現在では 263,299 人と推移している。  

 
 
（３）法人理事長、学長の氏名、連絡先及びその略歴、ALOの氏名、連絡先及びその略
歴。なお、連絡先としては、TEL、FAX、E-mail等を記載して下さい。 

 〔理事長の氏名、連絡先、略歴〕  
   学校法人常磐大学理事長。 

   氏 名； 諸澤  英道 

   連絡先；  学校法人常磐大学（総務課） 

TEL：029－232－2501   

FAX：029－231－6078 

Ｅ－Ｍail：soumu@tokiwa.ac.jp 

   略 歴； 慶応義塾大学大学院法学研究科博士課程修了。法学修士。  
        1983（昭和 58）年 4 月  
          ～2004（平成 16）年 3 月  常磐大学教授  
        1991（平成 3）年 4 月  
          ～2002（平成 14）年 1 月  常磐大学学長  

2003（平成 15）年 1 月～現在  学校法人常磐大学理事長  
        2004（平成 16）年 4 月～現在  常磐大学大学院教授  
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〔学長の氏名、連絡先、略歴〕  

   常磐短期大学学長・常磐大学学長。  
   氏 名； 髙木 勇夫  
   連絡先； 学校法人常磐大学（学長室） 

TEL：029-232－2906   

FAX：029-232－2955 

Ｅ－Ｍail：gakutyos@tokiwa.ac.jp 

   略 歴； 日本大学大学院理工学研究科博士課程修了。理学博士。  
        1981（昭和 56）年 4 月  
          ～1984（昭和 59）年 3 月  日本大学教授  
        1984（昭和 59）年 4 月  
          ～2005（平成 17）年 3 月  慶応義塾大学教授  
        2002（平成 14）年 6 月  
          ～2005（平成 17）年 3 月  （財）地域開発研究所所長  
        2005（平成 17）年 4 月～現在  常磐短期大学学長・常磐大学学長  
 
 〔ＡＬＯの氏名、連絡先、略歴〕  
   氏 名； 竹中 治利  
   連絡先； 学校法人常磐大学 常磐短期大学 竹中研究室  

TEL：029-232-2658 

FAX：029-232-2658 

        Ｅ－Ｍail：harutosi@tokiwa.ac.jp 

   略 歴； 武蔵野音楽大学専攻科声楽専攻修了。芸術学士。  
        1981（昭和 56）年 4 月～現在  常磐学園短期大学  

（現常磐短期大学）教授  
        1996（平成 8）年 4 月  
          ～2000（平成 12）年 3 月  常磐短期大学部附属幼稚園  

（現常磐大学幼稚園）園長  
        2005（平成 17）年 4 月  
           ～2007（平成 19）年 3 月  常磐短期大学副学長  
 
 
（４）平成 14 年度～20 年度までの学科・専攻ごとの入学定員、収容定員、在籍者数、定員

充足率を次のページの表を例に作成して下さい。廃止、募集停止等の学科を含む該当する

期間内に設置されたすべての学科について作成して下さい。なお、在籍者数は毎年度 5 月

1 日時点とします。 
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14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 備　考

キャリア教養学科 入学定員
下記の※
印参照

【新設】
130

130 130 130 130 140
20年度
入学定員の増加

収容定員 130 260 260 260 260 270
20年度
収容定員の増加

在籍者数 159 293 279 275 267 280

充足率(%） 122% 113% 107% 106% 103% 104%

幼児教育保育学科 入学定員 120 140 140 140 140 140 140
14・15年度
入学定員の増加

収容定員 220 260 280 280 280 280 280
14・15年度
収容定員の増加

在籍者数 318 341 352 338 318 287 274

充足率(%） 145% 131% 126% 121% 114% 103% 98%

生活科学科 入学定員 50 50 50 50 50 50 【募集停止】
14年度
入学定員の減少

生活科学専攻 収容定員 110 100 100 100 100 100 50
14年度
収容定員の減少

在籍者数 135 142 130 119 113 102 46

充足率(%） 123% 142% 130% 119% 113% 102% 92%

生活科学科 入学定員 80 80 80 80 80 80 【募集停止】

食物栄養専攻 収容定員 160 160 160 160 160 160 80

在籍者数 193 185 185 177 171 177 84

充足率(%） 121% 116% 116% 111% 107% 111% 105%

学科・専攻名

2002（平成14）年度～2008（平成20）年度の設置学科、入学定員等

 
※平成 15 年 4 月 1 日、それまでの教養学科（入学定員 80 人）及び経営情報学科（入
学定員 70 人）を統合し、キャリア教養学科（入学定員 130 人）を設置した。  
 これに伴い、幼児教育保育学科の入学定員を 120 人から 140 人とした。  
 
 （５）平成 17 年度～19 年度に入学した学生の出身地別人数及び割合（10 程度の区分）を

下表を例に毎年度 5 月 1 日時点で作成して下さい。なお、短期大学の実態に沿って地域を

区分して下さい。 
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          出身地別学生数（平成 17 年度～19 年度）       
 

 
地  域  

17 年度 18 年度 19 年度  

人数（人） 割合 (%) 人数 (人) 割合 (%) 人数 (人) 割合 (%) 

北 海 道 地 方 
および東北地方  
（福島県を除く）  

 

5 

 

1.1 

 

1 

 

0.2 

 

3 

 

0.7 

福 島 県  17 3.8 12 2.8 20 5.0 

茨 城 県  416 91.4 408 94.5 371 91.8 

栃 木 県  6 1.3 5 1.2 4 1.0 

関 東 地 方 
（茨城県および栃

木県を除く）  

 

1 

 

0.2 

 

1 

 

0.2 

 

2 

 

0.5 

中 部 地 方 4 0.9 1 0.2 1 0.3 

そ の 他  6 1.3 4 0.9 3 0.7 

計 455 100.0 432 100.0 404 100.0 
 
 
 
 

（６）法人が設置する他の教育機関の所在地、入学定員、収容定員及び在籍者数の表をそ

れぞれ下表を例に平成20年5月1日時点で作成して下さい。 

 
法人が設置するほかの教育機関の現状  

（平成 20 年 5 月 1 日現在）  

教　育　機　関　名 所　在　地 入学定員 収容定員 在籍者数 備　考

常磐大学大学院

　人間科学研究科博士課程（後期） 6 18 6

　人間科学研究科修士課程 10 20 13

　被害者学研究科修士課程 20 40 10

　ｺﾐｭﾆﾃｨ振興学研究科修士課程 20 40 9

大　学　院　　　計 56 118 38

茨城県水戸市見和
一丁目430番地の1
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教　育　機　関　名 所　在　地 入学定員 収容定員 在籍者数 備　考

常磐大学

　人間科学部 370 1,330 1,169

　　人間関係学科 ― ― 6 平成16 募集停止

　　組織管理学科 ― ― 1 平成16 募集停止

　　心理教育学科 ― 380 325 平成20 募集停止

　　現代社会学科 80 400 324 平成20 定員変更

100→80（△20）

　　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 80 340 308

　　心理学科 90 90 89 平成20 学科設置

　　教育学科 40 40 41 平成20 学科設置

　　健康栄養学科 80 80 75 平成20 学科設置

　国際学部 130 770 532

　　国際協力学科 ― ― 2 平成16 募集停止

　　国際ビジネス学科 ― ― 1 平成16 募集停止

　　国際関係学科 ― 448 257 平成20 募集停止

　　英米語学科 60 252 182 平成16 学科設置

　　経営学科 70 70 90 平成20 学科設置

　ｺﾐｭﾆﾃｨ振興学部 200 840 627

　　ｺﾐｭﾆﾃｨ文化学科 60 296 211 平成18 定員変更

100→60（△40）

　　地域政策学科 60 186 127 平成18 学科設置

　　ﾋｭｰﾏﾝｻｰﾋﾞｽ学科 80 358 289 平成18 定員変更

100→80（△20）

大　学　　　計 700 2,940 2,328

茨城県水戸市見和
一丁目430番地の1

 
〔備考〕人間科学部、国際学部およびコミュニティ振興学部の「収容定員」には、入学定

員に 3 年次編入学定員（記載省略）を含む。  
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教　育　機　関　名 所　在　地 入学定員 収容定員 在籍者数 備　考

常磐大学高等学校 600 1,800 1,157

（全日制課程　普通科）

智学館中等教育学校 120 720 92 平成20 開設

（修業年限6年）

常磐大学幼稚園 3歳児 55

4歳児 60 175 172

5歳児 60

茨城県水戸市新荘
3丁目2番地の28

茨城県水戸市小吹
町2,092番地

茨城県水戸市見和
一丁目425番地

 
 
 

 （７） その他 

評価員が誤解しないように事前に知ってもらいたい事項や事情があれば、記述して下さい。 

 
（１）「収容定員に係る学則変更」による学科改組について  
入学定員については、平成 20 年 4 月 1 日から「収容定員に係る学則変更」による学

科改組により次のようになる。  
 

平成 20 年度「収容定員に係る学則変更」による学科改組状況  
 

 学科・専攻  平成 20 年度 1 年次生  平成 20 年度 2 年次生   

キャリア教養学科   入学定員 140 人（10 人増）  
 ※カリキュラムの一部変更  

 入学定員 130 人  

幼児教育保育学科   入学定員 140 人（変更なし）   入学定員 140 人  

 生活科学科  
   生活科学専攻  

 
 学生募集停止  

 
 入学定員  50 人  

 生活科学科  
   食物栄養専攻  

  
学生募集停止  

 
※常磐大学人間科学部健康栄養学  
科〔入学定員 80 人〕（平成 20 年度
開設）に振り替え  

  
入学定員  80 人 

計 入学定員 280 人（120 人減）   入学定員 400 人  

 
（２）大学の名称について  
本学（常磐短期大学）の名称と次の短期大学の名称とが類似しているので注意が必
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要である。  
    ○常葉学園短期大学（静岡市）  ○常磐会短期大学（大阪市）  
    ○神戸常盤短期大学（神戸市）  
なお、本学の「常磐」（正）は、よく「常盤」（誤）と間違われることが多い。  

以上 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 茨城県水戸市の位置  
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図－2 常磐短期大学の位置  
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Ⅰ 《建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標》 

                                       

【建学の精神、教育理念について】 

（１）建学の精神・教育理念を記述し、その意味するところ及び建学の精神・教育理念が生まれた

事情や背景をできるだけ簡潔に記述して下さい。 

 1966（昭和 41）年に常磐短期大学は「実学を重んじ、真摯な態度を身につけた人間を育

てる」という建学の精神を掲げて開学した。実学を身につけた真摯な人間の教育は、その

後も受け継がれている。この建学の精神のもとに、教育理念「自立、創造、真摯」が確立

されている。「自立」は、創立者の目指した最も重要な教育理念である。「創造」は、人生

に個性ある価値を与えるものであり、時代の要求を吸収できる能力の開発である。「真摯」

は、誠実さと人生の深みを探求することである。 

 本学の建学の精神は、創立者諸澤みよが 1909（明治 42）年裁縫伝習所を開所して以来の

もので、当時の生活苦の中で弱者であった女子の自立の大切さを実感した諸澤みよの願いで

あった。しかし、どんなに時代が変転しようとも自立のために必要な知識と技術を修得する

「実学」、人間として成熟していく為の「人間教育」は重要であり、現在なお、本学の建学

の精神、教育理念として再確認されている。 

 

（２）現在は建学の精神・教育理念をどのような形や方法で学生や教職員に知らせているかを記

述して下さい。 

 本学は、建学の精神、教育理念、教育方針、教育目標、教育目的を明確に表した「TOKIWA 

Manifesto」を作成するとともに、学生募集、入学案内等にも記載し、本学の教職員のみな

らず、本校を志願する生徒、高等学校にも周知させている。さらに、新入生には現代教養講

座の中の必修科目として「心の充実」を開設し、その中の第 3講「学園の教育理念を理解す

る（1 自立）」、第 4 講「学園の教育理念を理解する（2 真摯）」、第 5 講「学園の教育理

念を理解する（3創造）」を学ばせている。 

 この現代教養講座の必修科目「心の充実」は、全教員が担当している。このように、その

周知は徹底して行われている。 

＜添付資料＞ ①「TOKIWA Manifesto」（常磐教育マニフェスト）参照 

       ②「心の充実（常磐短期大学現代教養講座）」参照 

 

【教育目的、教育目標について】 

（１）多くの短期大学が複数の学科・専攻（専攻科を含む。以下「学科等」という。）を設置していま

す。その場合、それぞれの学科等では建学の精神や教育理念から導き出された、より具体的な

教育目的や教育目標を掲げているものと思います。（例えば、学科・専攻の設置認可の際に「設

置の趣旨」等で示されたもの等。）ここではそれぞれの学科等が設定している具体的な教育目的

や教育目標を記述して下さい。 

〔キャリア教養学科〕 

本学科の教育目的は、職業能力形成の支援を行いながら、新しい時代に求められる教養を

基礎とし、質の高いビジネス実務能力と高度な情報収集判断能力、経営感覚を備えた人材の
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養成を目指すことにある。つまり、本学科の教育目的・目標は、「社会貢献」「地域貢献」

の目的のために「社会適応力」「社会活動力」を目標とした本学の教育目的・教育目標その

ものであり、本学の建学の精神、教育理念から導き出されたものである。そして、そのため

に、上級秘書士、上級情報処理士、上級ビジネス実務士、プレゼンテーション実務士、図書

館司書等の認定資格やマイクロソフトオフィススペシャリスト、初級システムアドミニスト

レータ、秘書技能、英検、日商簿記などの検定試験に対応したカリキュラムを設定し、資格

取得に力を注いでいる。 

〔幼児教育保育学科〕 

 幼児教育・保育に携わる者には、高度な専門的知識・技術とともに、豊かな人間性と、教

育・福祉に対する厳しい心構えが要求される。本学科では、家庭・保育所・幼稚園・収容施

設・社会等で、子供を育てるにふさわしい人間性豊かな人材の養成を行うことを学科の目的

とし、本学の教育目的である「社会貢献」「地域貢献」と関連づけている。学内教育ととも

に、常磐大学幼稚園や学外での様々な施設における実習でも実践能力の訓練や豊かな人間性

を育むためのカリキュラムを設定している。 

〔生活科学科生活科学専攻〕 

本専攻の教育目的は「広い視野と高い知性を備え、優れた家庭人としてのみならず、教養

ある社会人として社会の発展に貢献できる人材の育成」とする。そのための教育目標に、「人

間と生活を見つめる上で必要な教養・知識・技術を得る」「福祉社会における生活の質の向

上を図るための知識を得る」「就職に益となる技術・資格取得を目指す」を掲げている。 

〔生活科学科食物栄養専攻〕 

栄養士養成は先に掲げられている本学の建学の精神と教育理念に基づき、開学以来一貫し

て実務教育を旨とし、①社会に出て即戦力となれる栄養士、②献立作成、調理技術、栄養指

導など実践能力のある栄養士、③管理栄養士になれる栄養士、④知識や技能を生かし物事を

探究出来る栄養士をめざしている。 

〔現代教養講座〕 

 現代教養講座では、本学で学ぶことの意義を認識させ、各学科が掲げる教育目標・目的の

基礎を培う。また、学生が広い視野を持ち、多様な価値観に対応できること、また幅広い教

養を修得できることを目指す。 

 

（２）それぞれの学科等の教育目的や教育目標を、現在はどのような方法で学生や教職員に周

知しているかを記述して下さい。 

〔キャリア教養学科〕 

 学生に対しては、各々の学年のオリエンテーション、ガイダンスの際に、生活指導・学

習指導とともに説明をしている。また、教職員に関しては、学科内の FD 研究会において、

その年度内における教育内容についての研究がもたれた際に、教育目標や教育目的を確認

しあっている。また、創立 40 周年を契機として、現在および将来の教育の在り方について

検討がなされている。 

〔幼児教育保育学科〕 

 学生に対しては、現代教養講座の中の「心の充実」および入学時の新入生オリエンテーシ
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ョンで、周知に努めている。教員に対しては、月一回開催している学科会議において、問題

のある学生の状況を話し合いながら、学科としての教育目的・教育目標を達成するための検

討を重ねている。 

〔生活科学科生活科学専攻〕 

 本専攻では、学生に対し、プリオリエンテーションをはじめ、入学直後のオリエンテーシ

ョン、各セメスター開始前に実施のオリエンテーションにおいて、履修案内をもとに、教育

目的や教育目標を周知させている。教職員は、定例専攻会等において随時周知している。 

〔生活科学科食物栄養専攻〕 

 学生に対しては、特に入学時のオリエンテーションで履修案内を基に教育内容を紹介しな

がら、今日栄養士がどのように期待されているかを説明し、食物栄養専攻をめざした目的意

識を明確化させている。さらに、各セメスター開始時のオリエンテーションで具体的就職先

を示したり、校外実習オリエンテーションで栄養士の実践内容を示しながら目標を確認して

いる。 

 教職員に対しては、毎月定期的に専攻会議を開催し、学生の修学動向や試験成績などにつ

いて情報交換をしながら、授業方式のあり方や専攻行事の企画などについて検討している。 

〔現代教養講座〕 

 学生に対しては入学後のオリエンテーションあるいは学期ごとの始めのガイダンス（学年

毎）で説明しているが、特記すべきは、現代教養講座の中に「心の充実」という科目を設定

し、必修とし、建学の精神、教育理念、各学科の教育目標・目的を徹底して理解させている

ことである。この科目は全教員が担当している。 

 

【定期的な点検等について】 

（１）建学の精神や教育理念の解釈の見直し、教育目的や教育目標の点検が、定期的に行われ

ている場合はその概要を記述して下さい。また点検を行う組織、手続き等についても記述して下

さい。 

 本学では開学以来、建学の精神、教育理念の解釈の見直しを行ったことはない。しかし近

年各学科内のコースの内容やカリキュラムの変更は行っており、その時には同時に教育目

標・目的の検討を行っている。その際は学科会議、教務委員会で検討され、教授会の審議を

経て理事会に諮り、改定の手続を経て実施している。 

 

（２）建学の精神や教育理念の解釈の見直し、教育目的や教育目標の点検及びそれらを学生や

教職員に周知する施策等の実施について、理事会または短期大学教授会がどのように関与して

いるかを記述して下さい。 

 建学の精神、教育理念の全学的周知については、「TOKIWA Manifesto」を本学案内のパン

フレットに記載し明確な周知を広く行っている。また学生に対しては全教員が担当する科目

「心の充実」を現代教養講座の必修科目として受講させ、本学の教育目標・目的、各学科の

教育目標・目的を細かく指導している。この「心の充実」必修科目の設置は、2･3 年の教務

委員会の検討、教授会の審議を経て理事会の承認を得て実施している。 

＜添付資料＞ ⑥「2008 常磐大学・常磐短期大学（Guide Book）」5～6 頁参照 
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【特記事項について】 

（１）この《Ⅰ建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標》の領域で示した評価項目や評価の

観点の他に、建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標について努力していることがあれば

記述して下さい。また短期大学で独自の使い方や別の語句を使っている場合はその旨記述して

下さい。 

 2006（平成 18）年に本学創立 40 周年を迎えた。その記念事業の中で本学創立者の略伝「諸

澤みよ略伝」を創刊、また諸澤みよ記念館も設立され、建学の精神の再認識を促し、学生に

は教員を通じて現代教養講座「心の充実」の中で、生きた建学の精神、教育の理念を学び取

らせている。 

 

（２）特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求められることが実現（達成）できな

いときはその事由や事情を記述して下さい。 

 特になし。 
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《Ⅱ 教育の内容》 

 

【教育課程について】  

（１）学科等の現在の教育課程を、下の表を参考に作成して下さい。なお学科等に複数の履修コ

ースを設定し、学生に別の教育課程表として提示している場合はコースごとに記載して下さい。 

平成 20 年度に学科改組等を行った場合は、平成 19 年度の教育課程表を別途作成し、巻末に

綴じて下さい。 

 

 

現代教養講座 教育課程 

2008 年 5月 1日現在 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

心の充
実

心の充実 ○ 2 ○ ○ 401 (4)

思索と思潮 ○ 2 ○ 172 (3)

文学の世界 ○ 2 ○ 86 (2)

歴史の認識 ○ 2 ○ 37 (1)

色彩論 ○ 2 87 (1) 2008休講

ことばとコミュニケーショ
ン

○ 2 19 (2) 2008休講

芸術の世界 ○ 2 ○ ○ 8 (1)

企業と経営 ○ 2 18 (1) 2008休講

経済とくらし ○ 2 ○ 189 (4)

教育と発達環境 ○ 2 ○ 95 (1)

法と個人 ○ 2 ○

スポーツ論 ○ 2 ○ 113 (2)

環境と情報 ○ 2 ○ 92 (2)

健康と科学 ○ 2 ○ 103 (1)

食と科学 ○ 2 ○ 82 (2)

数理と論理 ○ 2 ○ 32 (2)

心理学 ○ 2 106 (1) 2008休講

授　業　科　目　名 備　考

2007休講

思
想
と
文
化

社
会
と
人
間

情
報
と
科
学

科目の
種別

授業形態 単位数 教員配置 前年度の履修人数

（ｸﾗｽ数）

 
〔注〕（以下、24ページまで同じ。） 

１．履修人数は、前年の履修者数を記載した。また、人数は総数を示し、（ ）内はクラス展開数を示す。 

２．実習には実験、実技を含む。 
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キャリア教養学科 教育課程 
2008 年 5月 1日現在 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

ジェンダーと職業 ○ 2 ○ 131 (1)

日本語表現法 ○ 2 ○ 131 (1)

キャリア形成基礎演習 ○ 1 ○ ○ 131 (4)

キャリアガイダンスⅠ ○ 1 ○ ○ 131 (4)

キャリアガイダンスⅡ ○ 1 ○ ○ 132 (4)

新聞で考える時事問題 ○ 1 ○ 25 (2)

イングリッシュ・リテラシーⅠ ○ 1 ○ ○ 131 (4)

イングリッシュ・リテラシーⅡ ○ 1 ○ ○ 133 (4)

プレゼンテーション概論 ○ 2 ○ 129 (1)

プレゼンテーション演習Ⅰ ○ 2 ○ ○ 117 (4)

プレゼンテーション演習Ⅱ ○ 2 ○ ○ 87 (4)

身体活動論 ○ 2 ○ 5 (1)

健康スポーツ ○ 1 ○ 24 (1)

課題研究Ⅰ ○ 1 ○ ○ 131 (12)

課題研究Ⅱ ○ 1 ○ ○ 132 (12)

課題研究Ⅲ ○ 1 ○ ○ 130 (12)

インターンシップ ○ 2 ○ 2008年度から開講

情報活用 ○ 2 ○ 2008年度から開講

表計算演習 ○ 1 ○ 131 (4)

心理学入門 ○ 2 ○ 122 (1)

社会心理学 ○ 2 ○ 120 (1)

消費者心理 ○ 2 ○ 107 (1)

産業カウンセリング ○ 2 ○

民　　　法 ○ 2 ○ 87 (1)

企業関連法 ○ 2 ○ 82 (1)

欧州社会経済史 ○ 2 ○ 52 (1)

経済人の世界史 ○ 2 ○ 53 (1)

外から見た日本 ○ 2 ○ 19 (1)

民族の文化と歴史 ○ 2 ○ 15 (1)

異文化理解 ○ 2 ○ 91 (1)

日本文化論 ○ 2 ○ 51 (1)

芸能と社会 ○ 2 ○ 26 (1)

言語表現法 ○ 1 ○ 24 (1)

キャリア・イングリッシュⅠ ○ 1 ○ ○ 93 (3)

キャリア・イングリッシュⅡ ○ 1 ○ ○ 71 (3)

キャリア・イングリッシュⅢ ○ 1 ○ 45 (2)

キャリア・イングリッシュⅣ ○ 1 ○ 30 (1)

秘書学の基本と展開 ○ 2 ○ 117 (1)

秘書学演習 ○ 2 ○ ○ 113 (4)

オフィススタディーズ ○ 2 ○ 128 (1)

秘書実務Ⅰ ○ 2 ○ 116 (2)

秘書実務Ⅱ ○ 2 ○ 112 (2)

色彩心理学 ○ 2 2009年度から開講

色彩演習Ⅰ ○ 1 ○ 2008年度から開講

色彩演習Ⅱ ○ 1 2009年度から開講

国際文化研修 ○ 4 ○ ○ 12 (1)

2007休講

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

科目の
種別

授業科目

キ
ャ
リ
ア
教
養
科
目

授業形態 単　位　数 教員配置
備考

前年度の履修人数

（ｸﾗｽ数）
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講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

経営学入門 ○ 2 ○ 133 (2)

経営管理論 ○ 2 ○ 95 (1)

人的資源論 ○ 2 ○ 116 (1)

企業環境論 ○ 2 ○ 75 (1)

マーケティング論 ○ 2 ○ 65 (1)

地域社会と中小企業 ○ 2 ○ 22 (1)

財務会計論 ○ 2 ○ 81 (1)

管理会計論 ○ 2 ○ 37 (1)

税務会計論 ○ 2 ○ 36 (1)

日本経営史 ○ 2 ○ 64 (1)

経済学入門 ○ 2 ○ 131 (2)

初 級 簿 記 ○ 2 ○ 108 (1)

初級簿記演習 ○ 1 ○ 108 (1)

中 級 簿 記 ○ 2 ○ 15 (1)

中級簿記演習 ○ 1 ○ 15 (1)

工 業 簿 記 ○ 2 ○ 7 (1)

工業簿記演習 ○ 1 ○ 7 (1)

ファッション素材論 ○ 2 ○ 2008年度から開講

ファッション素材演習Ⅰ ○ 1 ○ 2008年度から開講

ファッション素材演習Ⅱ ○ 1 2009年度から開講

ビジネス実務論Ⅰ ○ 2 ○ 128 (1)

ビジネス実務論Ⅱ ○ 2 ○ 105 (1)

ビジネス実務演習Ⅰ ○ 2 ○ 125 (4)

ビジネス実務演習Ⅱ ○ 2 ○ 114 (2)

情報科学入門 ○ 2 ○ 126 (2)

情報ネットワーク論 ○ 2 ○ 39 (1)

情 報 数 学 ○ 2 ○ 14 (1)

データ構造とアルゴリズム ○ 2 ○ 8 (1)

経 営 科 学 ○ 2 ○ 14 (1)

情報と社会 ○ 2 ○ 2008年度から開講

パソコンセットアップ演習 ○ 2 ○ 79 (4)

Java 入 門 ○ 2 ○ 52 (1)

Java 初 級 ○ 2 ○ 35 (1)

Java 中 級 ○ 2 ○ 2 (1)

ホームページ作成演習 ○ 2 ○ 86 (2)

データベース入門 ○ 2 ○ 82 (2)

データベース開発 ○ 2 ○ 37 (1)

プレゼンテーション演習Ⅲ ○ 2 ○ 97 (4)

表計算応用演習 ○ 2 ○ 2008年度から開講

画像処理演習 ○ 2 ○ 2008年度から開講

インターネット・イングリッシュⅠ ○ 1 ○ 52 (2)

インターネット・イングリッシュⅡ ○ 1 ○ 27 (1)

15 138

備考
（ｸﾗｽ数）

科目の
種別

授業科目
授業形態 単　位　数 教員配置 前年度の履修人数

ビ
ジ
ネ
ス
経
営
科
目

オ
フ
ィ
ス
情
報
科
目

計  
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講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

生涯学習概論 ○ 1 ○ 36 (1)

図書館概論 ○ 2 ○ 36 (1)

図書館経営論 ○ 1 ○ 36 (1)

図書館サービス論 ○ 2 ○ 31 (1)

情報サービス概説 ○ 2 ○ 31 (1)

レファレンスサービス演習 ○ 1 ○ 30 (1)

情報検索演習 ○ 1 ○ 33 (1)

図書館資料論 ○ 2 ○ 32 (1)

専門資料論 ○ 1 ○ 31 (1)

資料組織概説 ○ 2 ○ 33 (1)

資料組織演習 ○ 2 ○ 32 (1)

児童サービス論 ○ 1 ○ 30 (1)

図書及び図書館史 ○ 1 ○ 30 (1)

資 料 特 論 ○ 1 ○ 31 (1)

図書館実習 ○ 2 ○ 0 (1)

22

科目の
種別

授業科目

計

2007（平成19）
備考

履修人数（ｸﾗｽ数）

司
書
課
程
関
連
科
目

授業形態 単　位　数 教員配置

 
 
 
 
 
 
 
 

幼児教育保育学科 教育課程 
2008 年 5月 1日現在 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

日本国憲法 ○ 2 ○ 139 (2)

教育原理 ○ 2 ○ 136 (2)

教育史（教育制度を含む） ○ 2 ○ 146 (2)

保育社会学 ○ 2 ○

社会福祉論 ○ 2 ○ 135 (2)

社会福祉援助技術 ○ 2 ○ 145 (3)

児童文化 ○ 2 ○ 130 (3)

児童福祉論 ○ 2 ○ 136 (2)

児童福祉方法論 ○ 2 44 (2)

保育原理Ⅰ ○ 4 ○ 137 (2)

保育原理Ⅱ ○ 2 3 (1)

養護原理Ⅰ ○ 2 ○ 136 (1)

養護原理Ⅱ ○ 2 ○ 58 (1)

教
育
の
本
質
と
目
的

科目の
種別

前年度の履修人数

（ｸﾗｽ数）
授業科目

単　位　数授業形態 教員配置
備考

2007休講

 

 
 



 

19

 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

教育心理学 ○ 2 ○ 135 (1)

発達心理学Ⅰ ○ 2 ○ 136 (1)

発達心理学Ⅱ ○ 2 ○ 145 (3)

臨床心理学 ○ 1 ○ 147 (3)

保育臨床 ○ 1 ○ 52 (1)

カウンセリング ○ 1 ○ 147 (3)

障害児保育 ○ 2 ○ 136 (3)

障害児援助技術 ○ 1 ○ 129 (3)

教育方法論（教育工学を含む） ○ 2 ○ 148 (2)

教育課程論 ○ 2 ○ 135 (2)

小児栄養 ○ 2 ○ 149 (3)

小児保健 ○ 4 ○ 147 (1)

小児保健実習 ○ 1 ○ 145 (3)

精神保健 ○ 2 ○ 148 (1)

乳児保育 ○ 2 ○ 282 (4)

乳児保育の実際 ○ 1 ○ 104 (2)

保育指導法 ○ 1 ○ 148 (3)

家族援助論 ○ 2 ○ 147 (2)

保育内容総論 ○ 2 ○ 147 (3)

保育者論 ○ 2 ○ 147 (3)

幼児と健康（指導法） ○ 1 ○ 137 (3)

幼児と運動（指導法） ○ 1 ○ 148 (3)

生活と遊び（指導法） ○ 1 ○ 136 (3)

幼児と環境（指導法） ○ 1 ○ 150 (3)

幼児とことば（指導法） ○ 1 ○ 147 (3)

ことばの教材（指導法） ○ 1 ○ 149 (3)

幼児と音楽（指導法） ○ 1 ○ 135 (3)

リトミック（指導法） ○ 1 ○ 148 (3)

幼児と絵（指導法） ○ 1 ○ 148 (3)

造形表現（指導法） ○ 1 ○ 146 (3)

幼児音楽教育法 ○ 1 ○ 149 (3)

養護内容 ○ 2 ○ 145 (2)

○ ○ 136 (2) １年次

○ ○ 148 (2) ２年次

○ ○ ○ 136 (2) １年次

○ ○ ○ 148 (2) ２年次

保育実習Ⅱ（事前事後の指導を含む） ○ 2 ○ ○ 140 (3)

保育実習Ⅲ（事前事後の指導を含む） ○ 2 ○ 9 (1)

教員配置 前年度の履修人数

備考
（ｸﾗｽ数）

科目の
種別

授業科目
授業形態 単　位　数

5

教
育
の
対
象
の
理
解
と
方
法

保
育
内
容
の
研
究

教育実習
（事前事後の指導を含む）

保育実習Ⅰ
（事前事後の指導を含む）

5
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講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

国　　　語 ○ 2 ○ 136 (2)

児童文学 ○ 2 ○ 135 (2)

身体活動論 ○ 2 ○ 136 (2)

音楽の基礎 ○ 1 ○ 137 (3)

器　　楽Ⅰ ○ 1 ○ ○ 141 (15)

器　　楽Ⅱ ○ 1 ○ ○ 136 (15)

器　　楽Ⅲ ○ 1 ○ ○ 140 (15)

器　　楽Ⅳ ○ 1 ○ ○ 119 (15)

声　　楽Ⅰ ○ 1 ○ 136 (3)

声　　楽Ⅱ ○ 1 ○ 135 (3)

合　　唱Ⅰ ○ 1 ○ 74 (2)

合　　唱Ⅱ ○ 1 ○ 67 (2)

平面美術構成 ○ 1 ○ 137 (3)

立体美術構成 ○ 1 ○ 135 (3)

手作り玩具（指導法） ○ 1 ○ 146 (3)

基礎体育Ⅰ ○ 1 ○ ○ 149 (2)

基礎体育Ⅱ ○ 1 ○ ○ 135 (4)

総合体育 ○ 1 ○ ○ 146 (4)

英会話Ⅰ ○ 1 ○ ○ 135 (3)

英会話Ⅱ ○ 1 ○ ○ 134 (3)

コンピュータ演習Ⅰ ○ 1 ○ 136 (3)

コンピュータ演習Ⅱ ○ 1 ○ 135 (3)

課題研究 ○ 2 ○ ○ 147 (11)

総合演習 ○ 2 ○ ○ 146 (1)

37 82

教員配置 前年度の履修人数

備考
（ｸﾗｽ数）

科目の
種別

授業科目
授業形態 単　位　数

保
育
者
の
知
識
と
技
能

計
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生活科学科生活科学専攻 教育課程 
2008 年 5月 1日現在 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

生活科学概論 ○ 2 46 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

生活設計論 ○ 2 46 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

情報処理Ⅰ ○ 1 46 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

情報処理Ⅱ ○ 1 46 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

生活材料 （食品） ○ 2 46 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

生活材料 （衣料） ○ 2 46 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

住　生　活 ○ 2 ○ 56 (1)

英　　語Ⅰ ○ 1 46 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

英　　語Ⅱ ○ 1 46 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

共生社会論 ○ 2 ○ 56 (1)

キャリアデザイン ○ 2 46 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

社会福祉論 ○ 2 47 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

医療福祉論 ○ 2 21 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

カウンセリング ○ 2 45 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

介護概論Ⅰ ○ 2 ○ 25 (1)

介護概論Ⅱ ○ 2 ○ 25 (1)

介護技術演習Ⅰ ○ 1 ○ 16 (1)

介護技術演習Ⅱ ○ 1 ○ 16 (1)

レクリエーション ○ 1 ○ 18 (1)

介 護 実 習 ○ 1 ○ 16 (1)

福祉と食生活 ○ ▲1 ○ 19 (1)

生 涯 学 習 ○ 2 37 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

福祉と生活環境 ○ 2 46 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

福祉と心理 ○ 2 ○ 3 (1)

家 族 関 係 ○ 2 ○ 20 (1)

健 康 管 理 ○ 2 46 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

身体活動論 ○ 2 ○ 23 (1)

健康スポーツ ○ 1 16 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

保育学 （実習を含む） ○ 2 35 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

現代の食生活 ○ 2 ○ 50 (1)

栄養と健康 ○ 2 46 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

食生活と衛生 ○ 2 45 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

被服と人間工学 ○ 2 ○ 15 (1)

住まいと人間工学 ○ 2 ○ 28 (1)

食品の品質試験 ○ ▲1 ○ 10 (1)

食品加工実習 ○ ▲1 ○ 47 (1)

調 理 実 習 ○ ▲1 46 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

生活と法律 ○ 2 46 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

消費者教育 ○ 2 42 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

情報化社会と個人の尊厳 ○ 2 ○ 35 (1)

生活と情報 ○ 2 46 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

日本国憲法 ○ 2 2 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

備考
（ｸﾗｽ数）

授業形態 単　位　数 教員配置 前年度の履修人数科目の
種別

授　業　科　目

生
活
科
学
の
基
礎

生
活
と
福
祉

生
活
と
健
康

生
活
と
社
会
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講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

服　飾　論 ○ 2 ○ 56 (1)

インテリアデザイン ○ ○2 ○ 39 (1)

服飾デザイン ○ 2 ○ 33 (1)

イラストレーション ○ ○2 ○ 24 (1)

色彩演習 ○ ○2 ○ 22 (1)

手　　　芸 ○ △1 ○ 35 (1)

工　　　芸 ○ △1 ○ 28 (1)

パーティ料理 ○ ▲1 ○ 38 (1)

服飾造形（洋） ○ △1 46 (2)
2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

被服整理 ○ 2 46 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

言語表現法 ○ 1 45 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

実用英語 ○ 1 ○ 0 (1)

情報処理応用 ○ 1 ○ 33 (1)

衣料実験 ○ △1 46 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

総合演習 ○ 2 ○ ○ 41 (5)

26 67

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

秘書学の基本と展開 ○ ◎2 31 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

秘書実務Ⅰ ○ ◎2 ○ 36 (1)

プレゼンテーション概論 ○ ◎2 37 (1)
2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

経営学入門 ○ ◎2 ○ 36 (1)

社会心理学 ○ ◎2 ○ 15 (1)

オフィススタディーズ ○ ◎2 ○ 31 (1)

Java初級 ○ ◎2 ○ 32 (1)

プレゼンテーション演習Ⅲ ○ ◎2 30 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

ホームページ作成演習 ○ ◎2 ○ 32 (1)

18

注）

◎を付した科目は、各種資格取得のための必修を表す。

生
活
と
デ
ザ
イ
ン

関
　
　
連

計

科目の
種別

授　業　科　目
授業形態 単　位　数 教員配置 前年度の履修人数

備考
（ｸﾗｽ数）

教員配置 前年度の履修人数

備考

選択科目の単位数に○印を付した科目については２単位、△および▲を付した科目については、それぞれ３単位を
選択必修とする。

　
秘
書
士
の
称
号

　
取
得

情
報
処
理
士

の
称
号
取
得

計

（ｸﾗｽ数）

科目の
種別

授　業　科　目
授業形態 単　位　数

 
 

生活科学科食物栄養専攻 教育課程 
2008 年 5月 1日現在 

講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

情報処理Ⅰ ○ 1 92 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

情報処理Ⅱ ○ 1 86 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

英語（英会話を含む） ○ 2 86 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

化学の基礎 ○ 2 90 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

身体活動 ○ 1 92 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

公衆衛生学 ○ 2 ○ 86 (2)

社会福祉概論 ○ 2 ○ 87 (2)

健康管理概論 ○ 1 ○ 71 (1)

食文化論 ○ 1 ○ 39 (1)

介護と食生活 ○ 1 ○ 42 (1)

保育学（実習を含む） ○ 2 3 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

基
礎
教
養

社
会
生
活
と
健
康

科目の
種別

授業形態 教員配置 前年度の履修人数

授業科目名
単　位　数

備考
（ｸﾗｽ数）
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講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

解剖学 ○ 2 173 (4) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

生理学 ○ 2 86 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

生化学 ○ 2 87 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

運動生理学 ○ 2 ○ 86 (2)

生理学実験 ○ 1 ○ 86 (2)

生化学実験 ○ 1 ○ 86 (2)

病理学 ○ 1 ○ 54 (1)

フィジカルフィットネス論 ○ 1 ○ 32 (1)

食品学Ⅰ ○ 2 90 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

食品学Ⅱ（食品加工学を含む） ○ 2 86 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

食品衛生学 ○ 2 90 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

食品学実験 ○ 1 90 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

食品衛生学実験 ○ 1 87 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

食品微生物学 ○ 1 6 (1) 2008年度休講

食品の機能論 ○ 1 ○ 7 (1)

食品の生体利用論 ○ 1 3 (1) 2008年度休講

基礎栄養学 ○ 2 90 (2)
2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

応用栄養学 ○ 2 ○ 90 (2)

応用栄養学実習 ○ 1 90 (2)
2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

臨床栄養学概論 ○ 2 90 (2)
2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

臨床栄養学各論 ○ 2 86 (2)
2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

臨床栄養学実習 ○ 1 ○ 87 (2)

分子栄養学 ○ 1 ○ 9 (1)

栄養アセスメント ○ 1 ○ 26 (1)

栄養情報 ○ 1 ○ 86 (1)

スポーツ栄養学 ○ 1 ○ 59 (1)

運動療法論 ○ 1 ○ 40 (1)

栄養教育論Ⅰ ○ 2 90 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

栄養教育論Ⅱ ○ 2 ○ 87 (2)

学校栄養教育論 ○ 2 21 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

栄養教育論実習 ○ 1 ○ 86 (2)

栄養情報処理 ○ 1 ○ 87 (2)

公衆栄養学概論 ○ 2 83 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

管理栄養士国家試験特講 ○ 1 ○ 36 (1)

調理学 ○ 2 86 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

給食計画論 ○ 1 91 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

給食実務論 ○ 1 88 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

献立作成 ○ 1 86 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

調理学実習Ⅰ ○ 1 90 (2) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

調理学実習Ⅱ ○ 1 86 (2)
2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

調理学実習Ⅲ ○ 1 ○ 86 (2)

フードマネジメント論 ○ 1 ○ 22 (1)

給食管理実習Ⅰ ○ 1 86 (1)
2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

給食管理実習Ⅱ ○ 1 ○ 87 (1)

校外実習Ⅰ ○ 1 ○ 86 (1)

校外実習Ⅱ ○ 1 ○ 86 (1)

校外実習Ⅲ ○ 1 ○ 42 (1)

関連 総合演習 ○ 2 ○ ○ 86 (8)

56 25

単　位　数 教員配置 前年度の履修人数

備考
（ｸﾗｽ数）

給
食
の
運
営

計

食
品
と
衛
生

栄
養
と
健
康

栄
養
の
指
導

人
体
の
構
造
と
機
能

科目の
種別

授業科目名
授業形態
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講義 演習 実習 必修 選択 自由 専任 兼担 兼任

教師論 ○ 2 15 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

教育原理 （教育制度を含む） ○ 1 21 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

教育心理学 ○ 2 21 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

教育課程論 ○ 1 21 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

特別活動 ○ 1 21 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

教育方法 ○ 1 ○ 17 (1)

道徳教育の研究 ○ 1 ○ 17 (1)

生徒指導論 ○ 2 21 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

カウンセリング ○ 2 15 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

栄養教育実習（事前事後の指導を含む） ○ 2 ○ 17 (1)

日本国憲法 ○ 2 21 (1) 2008年度は１年次配当
科目のため開講せず

17計

栄
養
教
諭
に
関
す
る
科
目

単位数 教員配置 前年度の履修人数科目の
種別

授業科目名
授業形態

備考
（ｸﾗｽ数）

 
 

（２）教養教育の取組み、専門教育の内容、授業形態のバランス、必修・選択のバランス、専任教

員の配置等について特に強調したいことがあれば記述して下さい。 

〔キャリア教養学科〕 

① 教養教育の取り組み 
「教養ある職業人」の育成を教育目標としている本学科は教養教育と専門教育を融合する

緩やかなクラスターコース制をとっているのが特徴である。1年次春セメスターにおいては、

「現代教養講座」（4 科目 8 単位以上）のほか、職業意識を醸成しつつ、キャリア形成の基

礎的なビジネススキルを習得するための講義、演習科目を置くとともに、秋セメスターから

開始されるコース選択の参考となる入門講義として心理学入門、経営学入門、情報科学入門

等の科目を設定している。 

② 専門教育の内容、必修・選択のバランス 
 1 年次の秋セメスター以降は「キャリア教養コース」「オフィス情報コース」「ビジネス

経営コース」に発展していき、1 年次の春セメスターを含めビジネススキルや職業意識形成

のための授業（必修 15単位）、各コースの選択必修（20単位以上）を設定している。 

〔幼児教育保育学科〕 

 特になし。 

〔生活科学科生活科学専攻〕 

① 専門教育の内容 

 専攻の教育目標に従い２年間にわたり「生活科学の基礎」（11科目）、「生活と福祉」（14

科目）、「生活と健康」(12 科目)、「生活と社会」(5科目)、「生活とデザイン」（10科目）

の 5区分と「関連科目」（5科目）が開講されている。 

〔生活科学科食物栄養専攻〕 

① 教養教育の取り組み 
専門教育の中に基礎教養区分を設け、「化学の基礎」（講義 2 単位）を置き、高校までに

化学の知識が不十分だと思われる学生に対応している。 

②専門教育の内容 
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本専攻のカリキュラムの特徴は、栄養士法に定められた授業科目を充足させながら、さら

に本学の教育理念である実学を根底に実践能力の高い栄養士養成を目指すため、規程単位以

上に実習科目を多く取り入れていることである。特に「給食の運営」の区分では「校外実習」

が法令では 1 単位であるところを 3 単位実施し、校内で行う「給食管理実習」も法令 1単位

に対し 2 単位を実施している。また、フードサービス部門での献立作成を強化するため、本

学独自に「献立作成」（演習、1 単位）という科目を設け、選択科目のグループではあるが

必修科目扱いとしている。また管理栄養士をめざす立場から同国家試験の出題内容を意識し

て、「病理学」、「食品の機能論」、「食品の生体利用」、「栄養アセスメント」、「フー

ドマネジメント論」を配置している。さらに本専攻のカリキュラムの特徴として、 “栄養士

としての実力強化”、“学生の興味”、“就職先の方向性”を意識して、ダイエティシャン

系、フードディレクター系、ヘルスプロモーター系という 3 系列の科目群を用意し、選択必

修科目として一定単位の取得を義務付けている。 

〔現代教養講座〕 

① 教養教育の取り組み 
教養教育を担う「現代教養講座」は、専門科目とは別立ての組織になっている。従ってそ

れは各学科・専攻に組み込まれた形ではなく、全学科共通の基礎部分を形成する。 

② 教養教育の内容 
科目内容としては、まず「心の充実」、「思想と文化」、「社会と人間」、「情報と科学」

の四区分からなり、さらにその下位区分として授業科目名を設定している。人間活動の多様

な面に配慮し、将来の社会人としての教養を身につけさせるために、区分が設定されている。 

③ 授業形態のバランス 
「心の充実」は講義で学ぶ科目であるが、この中の「社会とのかかわり」の項目ではボラ

ンティア、マナー講習などの学外活動、また学生間の討論、授業内容の確認のためのレポー

ト作成などを採り入れ、多様な授業展開を行なっている。他の三区分の担当教員は、年度別

のテーマを確定し、授業展開をする。2007(平成 19)年度の 26クラスの授業展開のうち、「こ

とばとコミュニケーション」の 2 クラスのみが演習形式であり、他の授業はすべて講義であ

る。しかし講義形式であっても、電子機器と音響機器を有効に用いて授業を進めることが多

い。 

④ 必修・選択のバランス 
必修科目は「心の充実」の 1 科目 2 単位のみである。卒業要件に定められている他の 3科

目は、選択科目である。その 3 科目は、「心の充実」を除く 3 区分の中から各 1 科目以上を

修得するという選択必修となっている。 

⑤ 専任教員の配置 
教員の配置については、基本的に全専任教員が、その専門分野に応じて分担することとし、

2007(平成 19)年度は 1科目だけは常磐大学所属の教員が担当した。 

 

（３）当該教育課程を履修することによって取得が可能な免許・資格を示して下さい。また教育課程

に関係なく免許・資格等を取得する機会を設けている場合は、その免許・資格名とどのような履修

方法があるかを記述して下さい。 
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〔キャリア教養学科〕 

上級秘書士、上級ビジネス実務士、上級情報処理士、プレゼンテーション実務士、司

書資格。なお、秘書技能検定、ビジネス能力検定、英検などの受検を促し、2級、3級

の合格者を出している。 

〔幼児教育保育学科〕 

幼稚園教諭 2種免許状、保育士資格。 

〔生活科学科生活科学専攻〕 

訪問介護員（2 級）、秘書士、情報処理士。なお、「色彩検定」の受検を促し、2 級、

3級の合格者を出している。 

〔生活科学科食物栄養専攻〕 

栄養士免許、栄養教諭 2種免許状。 

 

（４）選択科目を学生が適切に判断して選択できるように、学生便覧やガイダンス等でどのように

指導しているか、また学生が希望する選択科目を履修しやすいように、時間割上どのような工夫

を施しているか等について記述して下さい。 

 全学科共通のシラバス（冊子）、履修案内、および各学科別時間割表を作成し、春、秋そ

れぞれのセメスター開始前に教務委員を中心に細かい指導を行っている。各学科専攻にわか

れて行い、コースについて、取得できる資格、免許についてなど、科目の選択、登録、学習

についての指導を行っている。さらに本学では指導教員制度を置き、いつでも学生の指導が

出きる体制を作っている。 

＜添付資料＞ ③「履修案内」参照 

       ④「授業時間割表」参照 

＜参考資料＞ 1「講義要綱（シラバス）」参照 

 

（５）卒業要件単位数及びその他の卒業要件（必修単位の修得、学生納付金の納付等）を示して

下さい。また学生にはどのような方法で卒業要件を周知させているかを記述して下さい。 

 本学を卒業するためには、次の要件を満たし、教授会の議決を経て、学長から卒業を認定

されなければならない。 

a.2 年以上 4年以下の期間、在学すること 

b.各学科共通の現代教養講座を 8 単位以上履修し、所属する学科の授業科目は次表の修得

単位数以上を修得すること 

（卒業に必要な単位数の内訳） 

学 科・専 攻 
卒 業 に 係 る 修 得 単 位 

現代教養講座 必修 選択 計 

キ ャ リ ア 教 養 学 科 
4区分にわたって、

4科目 8単位以上

（全学科共通） 

15 45 

68 単位以上 
幼 児 教 育 保 育 学 科 37 23 

生活科学科生活科学専攻 26 34 

生活科学科食物栄養専攻 56 4 
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なお、学生に対して、春・秋のセメスター開始前にガイダンスを行い、卒業要件単位数や

その他の卒業要件を、教務委員が詳細に説明し周知している。問題のある学生や理解不足の

学生には教務委員の他、指導教員などが個別の指導を行っている。 

c.学生納付金の納付 

入学金 250,000 円、 授業料(年額) 660,000 円、 実験実習費(年額)  30,000 円、 

施設拡充費(年額) 320,000 円    ＊学則別表 学費等一覧より(抜粋) 

 

（６）教育課程の見直し、改善について、学科等の現状を記述して下さい。なおこの項はできれば

学科等の責任者（学科長、学科主任等。以下「学科長等」という。）が記述して下さい。 

〔キャリア教養学科〕 

① 学科 FD研究会の実施 
 本学科では、FD研究会を月 1回のペースで開催しており、授業だけでなく様々な教育実践

への個々の教員の創意工夫を学科員全体で討議し、そこにおいて話し合われたことを学科全

体の教育課程や教育実践に反映させている。 

② 教育課程改善の意欲と実績 
 たとえば、「イングリッシュ・リテラシーⅠ、Ⅱ」においては、意欲度別クラス編成を本

学科開設当初から行っているが、さらに、2005(平成 17)年度より「キャリア・イングリッシ

ュⅢ、Ⅳ」を設置し、目的別クラス編成としている（たとえば、文法の復習、オーラル中心

の学習、英語圏文化の学習）。また、本カリキュラムとは別に、本学科開設当初から行って

いるインターンシップについてもその実施と効果について毎年度議論されている。毎年、協

力を仰いでいる茨城県経営者協会や県の担当者、本学の学生支援センターの職員等を招き、

学生発表による「インターンシップ報告会」を行っている。これらの試行段階を経て、今年

度からインターンシップは単位化されることになった。また、希望者に対してテーブルマナ

ー講習（和食・洋食を隔年開催）を実施した。 

〔幼児教育保育学科〕 

 大多数の学生は意欲的に勉学に励み、学外での実習の評価も良い。また、本学科の教育課

程の主要な柱として「器楽」に力を入れていることも、好調な就職率に繋がっている。本学

科でも、全学の授業評価のシステムにしたがって授業評価を行っている。それによって学生

の意見を聞くことができ、見直しや改善に活かしている。 

〔生活科学科生活科学専攻〕 

 長年にわたり生活科学に関する時代に即した教育を行い成果をあげてきたが、さらに時代

の要求する人材を養成するために 2008(平成 20)年度よりキャリア教養学科と合併し魅力あ

るカリキュラムのもと地域に貢献のできる人材を養成していく。 

〔生活科学科食物栄養専攻〕 

 Ⅱ―（２）で教育課程の特徴を紹介したが、「献立作成」を必修科目として設けているこ

とから、校外実習先からよく出来ているという評価を得ている。また、学生によっては管理

栄養士課程の実習生よりも優っているという評価もあり、概ね効果は上がっているように思

われる。新カリキュラム体系をにらんだ管理栄養士国家試験対策の科目を設けているが、そ
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れらを受講した卒業生はまだ国家試験受験の資格がないので、現時点での評価はできない。

選択必修科目としてダイエティシャン系、フードディレクター系、ヘルスプロモーター系と

いう 3 系列の科目群を用意しているが、就職希望先との関連や興味の多様性ということで、

学生に評価されている。 

〔現代教養講座〕 

 2005(平成 17)年度に現代教養講座のカリキュラムを現在のような体制に変更を加えた。入

学した時点で学習意欲、大学生としての自覚を促すと共に、本学の理念や学ぶことの意義、

社会人への準備期にあることの自覚を理解させることの必要性を感じ、「心の充実」という

科目を設置した。学生に対しては自覚を持たせるために、授業の終わり 30分間に、その日に

学んだことをレポートとして書かせ、提出させている。この授業によって大学生としての自

覚と意欲が高まるといった成果が上がっている。 

 

【授業内容・教育方法について】 

（１）シラバスあるいは講義要項を作成する際に配慮していること等を記述して下さい。 

シラバスにおいては履修に際しての情報提供として、講義の概要を充分に示し、全体の中

で一回の講義がどのような位置づけにあるのかを示し、受講生への支援および案内となるよ

う考慮している。内容は、授業のテーマ・目的・概要、科目で養成される能力、授業の計画、

指導方法（授業形態と方法）、成績の評価方法・基準（成績評価の際、重視すること）、担

当者からの一言・受講上の注意、教科書、参考書を明示している。またシラバスは分厚い冊

子なので 1ページごとに切り離して使用できるよう配慮がなされている。 

＜添付資料＞ ⑤「講義要綱（シラバス）原稿用紙（手書き用）」参照 

 

（２）学生の履修態度、学業への意欲等について、学科長等はどのように把握し受け止めているか

記述して下さい。 

〔キャリア教養学科〕 

 キャリア形成科目を中心として、将来キャリア形成の土台となる基本的なリテラシー及び

職業意識を形成させることにより自分の進むべきコースを選択することができていると考え

る。したがって、1 年の秋セメスターからは各々のコースに分かれた形で、将来の就くべき

職業の能力の養成に努力していると考える。また、社会人としての常識や教養の修得にもそ

れぞれの立場で努力しているようである。多くの学生が卒業単位数を大幅に超える 80単位か

ら 90単位を取得していることは、学生が自らの学習目標に向かって努力していると考える。 

〔幼児教育保育学科〕 

 本学科を志望する学生の全員が、免許・資格を取得する目的で入学してくる。しかし、学

力や意欲の面で学生間の格差が拡大しつつある現状において、専門職としての保育者養成の

到達レベルをどう維持していくかという問題がある。学科として、そのための教育のありか

た、幼稚園教諭免許・保育士資格取得の方法、在学年限などについての議論を学科会議で行

い、履修規程や実習規程などの変更を検討している。また、4 年制大学への編入学や進学に

焦点を当てた指導の体制や科目の開設単位など、今後の学生の動向によっては検討していか

なければならないと思われるが、該当する学生がいないことから実現していない。 



 

29

 この他に、茨城県の児童福祉課の依頼に基づき、毎年 5 月に開催される県内の障害者入所

施設のスポーツ大会である「ゆうあいピック」に、1 年次の学生をボランティアとして派遣

し、障害者入所施設入所者と実際に触れあえる機会を設けている。また、「自分はこのよう

な勉強・活動に力を入れた」といえるような学習活動として、卒業研究などに位置づける「課

題研究」についても検討し、他学科の教員の協力も得られるようになっている。 

 幼児を対象とした研究形態をさらに発展させるために、常磐大学幼稚園と密接な関係を保

ち、学生自らが企画・構成・実施する実践的な科目である「課題研究」のような実践的授業

の展開が望まれる。しかし、資格取得科目の運用に追われているのが現状であり、学生の学

習意欲を高めるべく、実践的授業の改善・開発が更に必要であると考える。 

〔生活科学科生活科学専攻〕 

 学生の履修態度、出席状況は、専攻教員で構成する定例専攻会議で取り上げ、欠席の多い

学生については指導教員を中心に学生指導を行っている。全学生については、個別に卒業後

の進路とからめ、学業への意欲を随時促している。 

〔生活科学科食物栄養専攻〕 

栄養士の免許取得という目的をもっている専攻なので、全員がそれをめざしていることと、

出席を重視していることから、概ね授業への出席率は良い。何らかの理由で欠席した場合は、

その日の授業内容をレポート提出させることにより、授業の継続性を大事にしている。授業態

度も特に問題はないが，試験結果をみると意欲的に取り組んでいたとは思えない成績不良の学

生も少なくない。授業を終えた後に質問に来る学生が見られなくなり、授業中基本的なことを

質問してもなかなか答えが返ってこないことが多いと言われる。普段、あまり予習・復習を行

っていないように思われる。 

栄養士としての目的意識を向上させるために、ガイダンスや授業の折に、国が次々と打ち出

している健康政策を紹介しながら、現代、栄養士の任務が一層重要視されてきていることを話

している。これを継続していく必要があると考えている。 

〔現代教養講座〕 

 学生は出席のことを最優先に考えており、その意味では履修態度は真面目で良好である。

教養的な科目に興味を覚える学生がいる一方で、なかには専門教育を重視するあまり現代教

養講座を軽んじる学生もいる。教員の側では、年度別のテーマを決める場合に、学生の興味

を引き出す内容を模索すると共に、教養も今後の自分にとって大切であることを説明して、

学業意欲を高めている。現代教養講座の単位取得は、卒業要件に課せられていることもあり、

ほとんどの学生の学業への意欲は高い。 

 

【教育改善への努力について】 

（１）学生による授業評価を行っている場合はその概要を記述して下さい。行っていない場合には

その事由等を記述して下さい。 

 本学は、「学生による短期大学評価実施委員会」が中心となって、「学生による授業評価

アンケート」をセメスターごとに行っている。これは専任・兼担・兼任に関わりなく全教員

の講義科目、演習科目、実験・実習科目（生活科学科食物栄養専攻）を対象に行われている

（ただし、課題研究など少人数ゼミ形式の 4科目は除く）。このアンケートは 2003（平成 15）
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年秋セメスターより行われ、評価項目を改善しながら今日に至っている。特に、2007（平成

19）年度は、予習・復習を行ったか、シラバスを読んだか、参考図書を読んだか、授業態度

はよかったかなど、評価項目に学生自身の自己評価を入れ、また、自由記述欄には氏名を書

かせるようにした（当該教員には氏名は明かさないことを条件にしている）。本学はこのア

ンケートを学生による一方的な評価ではなく、学生の学習態度を問い、自らの意見には責任

をとるマナーをも身につける教育的なものにしている。 

 集計された結果や自由記述は全教員にフィードバックされ、教員からもこれに対する回答

として「教員コメント」がつけられるようになっている。この上で、これらすべての資料は

本学教職員、学生に公表され、閲覧できるように、学生食堂やラウンジなど学内数カ所に配

置されている。この「学生による授業評価」は少なからず、教員に緊張感をもたらし、次に

記述する FDとともに、授業改善に役立っている。 

＜参考資料＞ 2「学生による授業評価アンケート結果報告書」（各年度版） 

 

（２）短期大学全体の授業改善（ファカルティ・ディベロップメント（FD）活動等）への組織的な取組み

状況について記述して下さい。また短期大学の責任者（以下「学長等」という。）は授業改善の現

状について、どのように受け止めているかを記述して下さい。 

① 授業改善（FD活動及び SD活動等）への組織的な取組みについて 

 本学では、2005（平成 17）年度の教授会において「常磐短期大学 FD 委員会」の設置を決

定し、7 月の教授会にて委員会規程の承認と委員の選出が行われ、活動が開始された。翌年

は以下の通りの取組が行われた。第一に、組織的取り組みとして学科専攻ごとに「研修授業」

を行い、教授法等の意見交換を行う。第二に、教授法の相談窓口を設ける。窓口は FD委員が

なり、被相談者（学長、副学長、学科長、本人が希望する教員）と相談し、授業改善を図る。

相談窓口については未だ利用者はいないが、「研修授業」については年々充実したものとな

っている。2006(平成 18)年度に行われた学科専攻ごとの「研修授業」に関しては実施状況が

FD委員会に報告され、その検討が行われた。 

この上で 2007(平成 19)年度においては、二つの事業が実施された。第一に、「研修授業」

は学科横断的に行い、必ず教員は一つ以上の授業に参観し、研修を受け、その報告書を副学

長に提出することが報告書フォーマットとともに FD 委員会で決定され、教授会で決定され

た。この「研修授業」は秋セメスターに実施された。 

第二に、FD研究会を行い、教員相互の研鑽をはかる。2007(平成 19)年度は 2回行われ、第

1回は「組織論の視点に立ったグループ研究指導」（高橋真知子准教授、9月 6日）、第 2回

は「第 30 回常磐短期大学幼児教育保育学科発表会を終えて」（竹中治利教授、2 月 13 日）

のテーマで行われた。 

② 授業改善の現状について 

「学生による授業評価アンケート」がセメスターごとに行われ、「研修授業」とともに、

教員相互、学生と教員相互の「教えあい、学びあい」による授業改善の資料となっている。

今後の課題としては「学生による授業評価アンケート」と「研修授業」から本学教育の平均

像を出すなど、本学としての授業レベルを明らかにし、教員個人の改善の基準を作っていく

ことである。 
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＜参考資料＞ 3「常磐短期大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規程」参照 

 

（３）担当授業について教員間の意思の疎通や協力体制、または兼任教員との意思の疎通につい

て、学科長等は現状をどのように受け止めているかを記述して下さい。 

〔キャリア教養学科〕 

「キャリア形成基礎演習」、「キャリアガイダンスⅠ、Ⅱ」においては共通の授業内容と

共通の評価方法が担当者間の話し合いの結果、なされている。また、学科会議、FD研究会を

通して、学生指導についても、問題学生や就職指導などについて個々の学生ごとに討議し、

指導している。また、「イングリッシュ・リテラシーⅠ、Ⅱ」や「キャリア・イングリッシ

ュⅠ、Ⅱ」において意欲度別、目的別のクラス編成と授業内容となっているが、これらにつ

いても、非常勤、他学科の教員のコンセンサスと協力のもとに実施されている。さらに、秘

書学関係やビジネス実務関係の科目においても綿密に非常勤の教員と連絡をとり、授業内容

の意見交換を行っている。 

〔幼児教育保育学科〕 

 新規常勤教員採用の際には、前年度のシラバス等を示し、教育目的・目標、授業内容、教

育方法及び評価方法について説明している。特に、関連科目の教員間では、意志の疎通を図

ることにしている。また、教員が授業で使用するビデオ等についても近接領域の教員間で話

し合いが持たれている。非常勤講師への対応は教務委員が主となり、同様のことを説明し、

要望などを聞くようにしている。 

〔生活科学科生活科学専攻〕 

 専任教員間の意志の疎通や協力は教授会、各種委員会、専攻会議で話し合いを行い教育目

標達成に努めている。兼任教員(非常勤講師)との意思疎通については、適宜学科長補佐が、

個別に当該教員と会合の機会を設けて意見収集に努めて、もし問題があれば改善を図ってい

る。 

〔生活科学科食物栄養専攻〕 

 担当者間での意思疎通については専攻全体で恒常的には行われてはいないが、個々のケー

スでの対応は見られる。例えば複数の科目で取り上げられる「食事摂取基準」のような重要

事項については、どの科目で重点的に教えるかというようなことは教員間で話し合って決め

ている。そして生化学と栄養学のように内容が一部重なるような科目については、担当者間

で調整が行われている。非常勤講師への対応は、教務委員が声をかけたり、比較的接触の多

い助手を通して要望などを聞くようにしている。できれば専任教員と非常勤講師が一同に会

し、意見交換をすべきであると考えているが、まだ実現の機会を得ていない。 

〔現代教養講座〕 

 現代教養講座の委員は 7 名から構成されるが、各委員はそれぞれ、学科・専攻の所属メン

バーでもあり、毎月 1 回のペースで行なわれる学科・専攻会議の場で、現代教養講座の意見

交換を行い、委員の意見を反映させ、協力を求めている。それと共に、現代教養講座委員会

で、毎年 12 月にすべての授業担当教員の意見と学生の状況についてアンケート調査を実施

し、情報収集に努めている。 
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【特記事項について】 

（１）この《Ⅱ教育の内容》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、例えば、他の教育機関

との単位互換制度、習熟度別授業、情報・メディア教育、国際理解教育、海外研修制度、インター

ンシップ、女子教育の伝統継承と発展への取組み等、学科等において努力していることがあれば

記述して下さい。 

〔キャリア教養学科〕 

学生が意欲を持って履修できる授業への工夫は前述したように、月 1回開かれる FD研究会

にて議論され、学科全体で取り組んでいる。そのいくつかを本学科の教育の特色を含めて述

べることにする。 

① 意欲度別・目的別英語教育 

 本学科では、1 年次の「イングリッシュ・リテラシーⅠ、Ⅱ」において、「意欲度別」英

語クラス編成としている。ここでいう「意欲度」とは、学生自身の英語に対する積極性を見

るものであり、本人自身の「学習意欲」を最重要視し、各学生に合わせた効果ある授業を展

開することを狙いとしている。ただし、入学時の積極的な姿勢が次第に減少する学生への対

応が今後の課題となる。 

 この課題に対して、2007(平成 19)年度から、「キャリア・イングリッシュⅠ、Ⅱ」の授業

において、目的別クラス編成を実施した。クラスは、「文法の復習」、「オーラル中心の学

習」、「英語圏文化の学習」に分けた。「イングリッシュ・リテラシーⅠ、Ⅱ」と並行して

行うとともに、学生の自主的目的意識に基づいて授業を展開しているため、学生の英語への

積極的な姿勢が維持され、英語学習の効果が上がってきている。 

② 国際文化研修―語学研修から異文化理解へ― 

 本学科では、学生に対する国際教育の一環として「国際文化研修」（4 単位）を 1 年次に

設定している。研修プログラムの目的は 3 点ある。第一に、ホームスティを体験し、その家

族や地域の人々との交流によって、日常生活における真の「異文化理解」の力とコミュニケ

ーション能力を養うこと。第二に、国際共通語としての英語の能力上達のために、イギリス 

West Sussex 州の Chichester College において 3週間の授業を受けること。第三に、日本と

イギリスの文化の相違に関して、興味あるテーマを各自が準備し、事前研修での予備調査を

踏まえ、現地イギリスでリサーチすることにより、英語圏地域研究の一助とすること。これ

らである。 

 以上の目的達成のため、学生は一人ずつ、一家庭に滞在し、そこから大学へ通い、3 週間

45 時間の語学クラス、現地学生との英会話セッション 8 回（各 1 時間 30 分）を受ける。こ

れに先立つ、学内での事前研修において、日常生活とできるだけ密接なつながりをもつ課題

を各学生が決定し、活動計画を作成、これに基づいてイギリスでフィールドワークを行い、

研修終了後、報告書を作成する。さらに、この報告書は学内外の高等学校や受験生、在学生

の保護者に配布される。なお、この科目の履修者は事前研修を含めてイギリスで研修後に大

学が発行した修了証をもって、本学において前述の国際文化研修 4単位が認められる。 

 本プログラムは、2003（平成 15）年度より常磐大学、本学のすべての学科の学生の参加を

広く求めているが、本学科のプログラムがこの基盤となっている。 

 また、本学科の「国際文化研修」は、常磐大学、本学の国際交流語学学習センターが窓口
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となる 3 つの語学研修「アメリカ研修」「中国研修」のなかの「イギリス研修」コースとし

て位置づけられてもいる。 

 語学研修をねらった国外滞在型（旧教養学科における位置づけ）から異文化理解のための

研修滞在型への質的変化にともなって、学生のなかには異文化とともに日本文化への興味と

関心が非常に高まっている。さらに、「テーマ研究」を設けることにより、イギリス滞在中

の学生の国外での生活における目的意識の向上が実現されてきた。 

③ インターンシップ―事業所との連携― 

 2007(平成 19)年度のインターンシップも 1年生を対象にどの学生も希望すれば、原則的に

参加でき、夏休みに実施する体制で行われた。6 月には茨城県経営者協会主催のインターン

シップの参加申し込みが行われた。 

 本学科では、1 年の指導教員を中心として事業所ごとに担当の教員を置き、その指導のも

とに学生を教導する体制をとっている。学生にはインターンシップ実施前に各教員の事前指

導を受けさせ、インターンシップに対する心構えをもたせた。各インターンシップ開始前に

は、担当教員が研修先を訪ね、事業所でのインターンシップ担当者に挨拶、情報交換をする

とともに、研修中の学生を見て回った。 

 研修中、学生に「インターンシップ日誌」をもたせ、研修期間中、毎日、研修内容と反省

を書かせた。また、事業所担当者にもコメントを書いてもらった。研修終了日には、担当教

員が再度研修先を訪ね、終了時の挨拶をするとともに、学生の取り組む姿勢、問題点につい

て担当者から意見を聞いたが、研修先で問題は発生せず、おおむね良好な評価を得て、修了

した。 

 インターンシップ終了後、秋セメスターには、参加学生を集め、インターンシップ報告会

を開催している。インターンシップに参加した学生、担当教員のほか、学生支援センターな

ど本学の関連部署の職員が参加した。本年度は協力事業者など学外からの参加者はなかった。 

 報告会では、学生全員にそれぞれの研修先の内容、反省を述べてもらい、そのうえで質疑

応答を行った。全般的な意見としては、アルバイトとは違う、仕事の難しさと責任意識を学

び、今後の大学での学習の目的意識が形成されたという意見が多く出された。また、将来の

就職を考える際に有益であったという意見も多数出された。 

④テーブルマナー講習 

講習受講にあたっては、事前にテキストやビデオによる学習を行い、立居振舞いや身だし

なみ、その「場」にふさわしい会話や言葉遣いについても指導を行い臨んだ。メニューにつ

いても、ホテル側の理解と協力のもと、取り扱いにくいものを食材に取り入れるなど、綿密

な打ち合わせを事前に行った。講習当日は、ホテルの料飲担当者による「食べ方」にとどま

らない、食文化に及ぶ充実した講習内容で、学生たちの高い満足度を得ることができた。本

年度は和食のテーブルマナーを行った。 

テーブルマナーを身につけていることは、社会人としての基本的な教養の一つであり、社

会に有為な人材を育成することを目標とする本学の目標にもかなうことでもある。今後も継

続して取り組んでいきたい。 

〔幼児教育保育学科〕 

 卒業研究という一面を持つ「課題研究」の学習成果を発表する機会として、幼児教育保育
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学科発表会を開催している。水戸市民会館大ホールでの発表会ということもあって、ハンド

ベル演奏、合唱、ミュージカルのみの発表となっている。現在、全ての「課題研究」の成果

を、全学生が見られるような方法を検討中である。また、毎年 5 月に開催されている県内す

べての障害者入所施設が参加するスポーツ大会である「ゆうあいピック」に、ボランティア

として 1年次の学生全員を派遣している。毎年 2月に行われている国際文化研修（イギリス、

26日間）は、キャリア教養学科が中心であるが、本学科の学生も参加するよう勧めている。 

〔生活科学科生活科学専攻〕 

 訪問介護員資格希望者は介護実習を学外で実施するが、その後の実習反省会において、情

報処理授業で学んだパワーポイントやエクセルを使っての発表を指導している。 

〔生活科学科食物栄養専攻〕 

① 習熟度別授業の試み 

高校までに充分な基礎学力を身につけていない者がいる一方で、他の大学、大学院を経て

本専攻に入学してくるという社会人入学生もあり、学生間の学力の差は大きくなる傾向にあ

る。そこで 2006(平成 18)年度より担当教員の希望もあって、「生化学」を習熟度別に分けて

授業を行っている。同じ教員が「化学の基礎」も担当しているので、その成績を参考にして

クラス分けを行っている。教員側の感想としてはやはり教えやすいとのことで，学期末の学

生による授業評価でも特に不満は無く、納得して受講しているようである。 

② 食物栄養専攻生全員参加のゼミ発表会の実施 

毎年年度末に1年生、2年生全員参加のもとで、ゼミ発表会を行っている。これにより、2年

生は各教員の指導のもとで行われた1年間の研究成果を、口頭あるいはポスターにて内容を紹

介しながら発表方法などを学ぶ機会になり、1年生は次年度の参考にしている。また、発表の

一部はその直後に開催される茨城県栄養健康改善学会（茨城県栄養士会、栄養士養成施設共催）

でも発表する機会があり、ここでは学会運営のあり方などを学ぶことができる。 

〔現代教養講座〕 

 現代教養講座では、学校生活を充実したものにするために新入生に「心の充実」の科目を

受講させて、「大学生であることの自覚」「創立者についての理解」「学園の教育理念の理

解」「学習作法の修得」「公民としての自覚」を高めるように指導している。他の科目では

OHC や OHP、DVD、ビデオなどの視聴覚機器を有効利用して、学生の興味関心また理解度を高

める工夫をしている。 

 

（２）特別の事由や事情があり、この《Ⅱ教育の内容》の評価項目や評価の観点が求めることが実

現（達成）できないときはその事由や事情を記述して下さい。 

 特になし。 
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《Ⅲ 教育の実施体制》 

 
【教員組織について】 

（１）現在の専任教員等の人数を下表を例にして作成して下さい。 

専任教員等の人数 
平成 20年 5月 1日現在 

教授 准教授 講 師 助教 計 〔イ〕 〔ロ〕

キャリア教養学科 3 2 2 0 7 7 - 文学,法学,経済学,社会学・社会福祉学関係

幼児教育保育学科 5 2 3 0 10 10 - 教育学・保育学関係

(小　計) 8 4 5 0 17 17 - 1 　　文学,教育学・保育学,法学,

現代教養講座(〔ロ〕) 3 1 3 0 7 - 5 　　経済学,社会学・社会福祉学関係,

(合　計) 11 5 8 0 24 17 5 1 　　理学,家政,美術,体育関係

備　考

設置基準
で定める教員数

〔ハ〕
学科・専攻名
(専攻科を含む)

専 任 教 員 数 助
手

 
 
（２）短期大学の教員にふさわしい資格と資質の有無については、訪問調査の際に、教員の個

人調書（①履歴書、②研究業績書、③担当授業科目名、④その他）を提示していただきます。

したがって個人調書をこの報告書に添付する必要はありません。 
＜参考資料＞ 4「教員の個人調書」参照 

 

（３）教員の採用、昇任が適切に行われている状況を記述して下さい。その際、選考基準等を

示した規程等があれば訪問調査の際にご準備をお願いいたします。 

本学は採用、昇任について「大学教員の採用および昇格の手続きに関する規程」および

「学校法人常磐大学専任職員定数規程」にしたがって行われている。専任教員に欠員が生

じた場合、副学長は補充を必要とするポストの職位、専門領域、年齢等を示して学長に採

用手続きの開始を上申する。学長はこれについて必要と認めた場合、教員候補者選考委員

会を組織し、教員候補の募集及び選考を行う。ここで有資格者となった教員候補について

学長はその人物審査を人事委員会に委嘱する。人事委員会の総合判断を受けて学長は教授

会に報告し、承認を得る。学長はこれを理事長に報告し、理事長はこれに基づき必要な手

続きを経て採用を決定する。 
 また、昇格を希望する専任教員は副学長の推薦を得て、昇格審査請求の手続きを行う。

学長は教員資格審査委員会に審査を委嘱し、この委員会で有資格者となった者について学

長は、教育、研究、学内行政における本学教員としての適格性の審査を人事委員会に委嘱

する。人事委員会の総合判断を受けて学長は昇格候補者について教授会に報告し、承認を

得る。学長は教授会で承認された昇格候補者を理事長に報告する。理事長は学長からの報

告に基づき昇格の決定を行う。 
＜参考資料＞ 5「大学教員の採用および昇格の手続きに関する規程」参照 
       6「学校法人常磐大学専任職員定数規程」参照 
       7「常磐短期大学教員資格審査規程」参照 
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       8「教員資格審査規程運用細則」参照 
 
（４）教員の年齢構成について下表を例に現状を記載して下さい。 

専任教員等の年齢構成表（短期大学全体で作成） 
（年齢は平成 20年 4月 1日現在） 

70以上 60～69 50～59 40～49 30～39 29以下 平均年齢

合計人数
24人

0 6 12 3 3 0
52.9 22

割　合 0.0% 25.0% 50.0% 12.5% 12.5% 0.0%

年齢ごとの専任教員数(助教以上) 助手等の
平均年齢

教員数 備考

 
 
（５）専任教員は、（a）授業、（b）研究、（c）学生指導、（d）その他教育研究上の業務に対して意

欲的に取組んでいるか、また上記 4 つの分野の業務取組み状況にはどのような傾向があるか

を学長等が記述して下さい。その際、過去３ヶ年（平成17年度～19年度）程度の教員の担当コ

マ数（担当コマ基準、平均担当コマ数等を含む）、教員の研究業績、教員が参画する学生指導

の業務、教員が参画するその他の教育研究上の業務概要を示して下さい。 
(5)-1 授業について 
 本学の担当コマ基準（責任授業時間）は 1 コマ 80 分（2008 年度より 1 コマ 90 分）で
7コマ（担当コマ基準、2008年度より６コマ）である。各年度、平均コマ数はほぼ担当基
準コマの 7コマを前後しており、全体としては適切なコマ配分となっている。しかし、下
表には大学院の担当コマ数が含まれているため、最高コマ数が極端に多い教員がいるが、

これに関しては担当コマの適正な配分に是正される必要があり、2008年度はその予定であ
る。 
 また、どの学科専攻の授業も休講の場合は、補講を必ず行い、15回の授業コマ数を確保
しており、さらに、現代教養講座の必修科目である「心の充実」は、共通のカリキュラム

構成となっていると同時に、その内容については各学科の独自性と創造性に任せられるな

ど、授業に創造的、意欲的に取り組んでいる。 
 
2007(平成 19)年度 
常磐短期大学（33人）

教　員 

 区　分

最　　高 21.9 授業時間   15.0 授業時間   15.3 授業時間   

最　　低 9.1 授業時間   12.9 授業時間   13.4 授業時間   １授業時間40分

責任授業時間数 (14.0 授業時間 ) (14.0 授業時間 ) (14.0 授業時間 ) (14.0 授業時間 ) 

助　　教 備　　考

平　　均 14.7 授業時間   14.1 授業時間   14.4 授業時間   

教　　授 准 教 授 講　　師
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2008(平成 20)年度 
常磐短期大学（２４人）

教　員 

 区　分

最　　高 14.0 授業時間   15.6 授業時間   15.1 授業時間   

最　　低 6.0 授業時間   10.7 授業時間   12.2 授業時間   １授業時間４５分

12.3 授業時間   12.8 授業時間   13.6 授業時間   

責任授業時間数 (12.0 授業時間 ) (12.0 授業時間 ) (12.0 授業時間 ) (12.0 授業時間 ) 

平　　均

教　　授 准 教 授 講　　師 備　　考助　　教

 
 
(5)-2 研究について 
 最近の学生指導、諸委員会活動の増加にもかかわらず、教員は意欲的に研究活動に取り

組んでいる。2005（平成 17）年度から 2007（平成 19）年度までの 3年間の研究業績は、
著作が 13、論文は 8、学会発表は 28、展覧会演奏会等 23、その他 29である。（81頁参照）
このうち、学術賞（全国レベルの学会）の受賞数は、2007（平成 19）年度に 1件あった。
科学研究費補助金についてはこの 3 年間で 8 件申請し、1 件採択されている状況である。
また、学内共同研究も 2005（平成 17）年度は 3 件、2006（平成 18）年度は 2 件、2007
（平成 19）年度は 2件行われている。 
 さらに、質のよい教育を行っていくために、バラツキのある教員研究業績を平準化する

と同時に、さらなる外部資金の獲得も課題となる。 
(5)-3 学生指導について 
 本学は指導教員制をとっており、学生 30～40 名を 1 クラスとして設定している。指導
教員は年間最低 1 回の面接を行っており、希望の学生、必要な学生には適宜面接を行い、
学習面、生活面、精神面、就職面について相談・指導を行っている。その結果、学科会議

などで課題を抱える学生に関する指導方法についての共通理解が生まれ、集団で指導する

体制ができている。 
 
（６）助手、副手、補助職員、技術職員等を充分に、あるいは可能な限り配置しているか、また

助手等が教育研究活動等において適切に機能しているかを学長等が現状を記述して下さい。 

生活科学科食物栄養専攻では、栄養士法（専任の助手の数は、3人以上であり、そのう
ち 2人以上は管理栄養士であること。）にしたがい、管理栄養士の資格を有する助手を 3
人配置している。さらに、同学科生活科学専攻においては実験等に対応するために助手 1
名をおいている。助手が実験等の準備等に当たっているため、教員は授業等の教育指導に

より集中することができる。 
また、情報教育については、情報メディアセンターにおいてシステムエンジニア(SE) 4

名とオーディオビジュアルエンジニア(AVE)を 2名配置し、教材のコンテンツ作りや機器
のメンテナンスを行い、教育・研究支援を行っている。 
 
【教育環境について】 

(１)校舎・校地一覧表を下の表を例に作成して下さい。                  

校舎・校地一覧表 
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                    （平成 20年 5月 1日現在） 

区 分 収容定員 
（人） 

     校舎（㎡）      校地（㎡） 
基準 
面積 

現有面積 差異 基準 
面積 

現有面積 差異 

常磐短期

大学 680 6,200 8,102.8 +1,902.8 6,800 
87,091.2 +50,891.2 

併設 
常磐大学 2,940 14,973 38,368.9 +23,395.9 29,400 

その他 
共用 

 
  － 

  
－ 

 

計 3,620 21,173 46,471.7 
 

36,200 87,091.2 
 

＜参考資料＞ 9「校地、校舎に関する図面」参照 

 

(２) 校舎について、まず設置基準第 31 条の規定による短期大学全体の基準面積（基準面積を

算出する計算式を含む）を示して下さい。また校舎を法人が設置する他の学校等と共用している

場合は、他の学校の校舎の基準面積も記載して下さい。さらに校舎の配置図、用途（室名）を示

した各階の図面を準備しておいて下さい。なお主要校舎については訪問調査の際にご案内いた

だきます。 

校舎の基準面積（設置基準第31条）は、以下の通りである。  

なお、2008（平成20）年度は、学科入学定員変更過渡期にあり、新旧並存状態にあるた

め基礎となる学科収容定員は、それぞれ次の通りとなり、これに基づく算出である。 

  「キャリア教養学科」：（1 年生）140 名+（2 年生）130 名＝270 名 

  「幼児教育保育学科」：（1 年生）140 名+（2 年生）140 名＝280 名 

  「生活科学科」   ：（1 年生）  0 名+（2 年生）130 名＝130 名 

・設置基準第31条別表第二イ に定める収容定員別面積により 

  キャリア教養学科（文学関係）     ：収容定員 270 名では 2,350 ㎡ 

幼児教育保育学科（教育学・保育学関係）：収容定員 280 名では 2,850 ㎡（最大分野） 

生活科学科   （家政関係）     ：収容定員 130 名では 2,100 ㎡ 

  拠って、最大分野の規定面積は、幼児教育保育学科の 2,850 ㎡となる。 

・また、加算校舎面積については、同表第二ロの表に定める収容定員別面積として 

キャリア教養学科：収容定員 300 名まで 1,800 ㎡ 

生活科学科   ：収容定員 200 名まで 1,550 ㎡ 

  ゆえに基準面積が最大である分野（幼児教育保育学科）以外の規定面積はキャリア教 

養学科 1,800 ㎡と生活科学科 1,550 ㎡となる。 

・以上から、校舎の基準面積（合計）は、 

  基準校舎面積2,850㎡+加算校舎面積1,800+1,550㎡＝6,200㎡であり、上表のとおり、

十分に基準を充足している。 

また、併設の常磐大学の校舎基準面積については、大学設置基準第37条の2より、 
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  ①人間科学部（最大学部：収容定員1,330名）の基準面積 

   大学設置基準別表第 3イ  教育学・社会学   801名以上の場合の面積 
（1,330－800）×1,322÷400＋4,958＝6,710㎡・・・・・Ⅰ 

  ②国際学部（収容定員 770 名）の基準面積は、大学設置基準別表第 3ハ 
法学・経済学・文学 800名までの面積   3,801㎡・・・Ⅱ 
③コミュニティ振興学部（収容定員840名）の基準面積は大学設置基準別表第3ハ 

   社会学・社会福祉学 1,000名までの面積 4,462㎡・・・Ⅲ 
  基準面積は、Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ＝14,973㎡であり 
    上記のとおり、十分に基準を充足している。 
     
(３)教育研究に使用する教育機器を設置するパソコン教室、マルチメディア室、学内 LAN､LL 教

室及び学生自習室の整備状況（機種、台数等を含む）について記述して下さい。またその使

用状況（使用頻度等）についても記述して下さい。 

情報処理機器については、2005（平成17）年度の情報メディアセンターの完成により学

内の電算教室が一カ所に集約され、SEによる管理体制が整った。ここでは、Qs204電算教室

にパソコン50台、Qs305電算教室にパソコン50台設置されている｡Qs204教室の機種は富士通

社製のFMV-K5240で2008（平成20）年3月に更新したものであり、授業数は週6コマである｡

同様にQs305教室の機種は富士通製FMV-K5240で2008（平成20）年3月に更新したものであり、

授業数は週12コマである。 

全学共用施設として､自習用のパソコンが個人または 2～4 人のグループで利用できる計 

85台を備えた自習室や、英語をはじめ語学学習ソフトを揃えたコ－ルラボ教室には42台の 

パソコンを設置しており、機種はIBM製842533Jである。これらは全て学内LANによってイン 

ターネットで結ばれている。 

この他授業外でも学生ホールにおいて学生貸出し用パソコンが使えるように、情報コン 

セントを設備している。また、インターネットカフェ「ラヴァッツア」及び情報メディア

センター内は無線 LAN の環境である。 

 
 (４)授業用の機器・備品の整備状況及び整備システム（管理の状況、整備計画等を含む）につ
いて、その概要を記述して下さい。なお機器・備品の整備状況については訪問調査の際に校舎

等をご案内いただく際にご説明いただきます。 

ほとんどの教室にはモニターTV・VHSビデオ・DVD・OHP（OHC）などの視聴覚機器が整備 

されている。授業用の機器備品については、教学事務室が中心となって年次計画で整備を 

すすめている。2007（平成19）年度にはL棟202室の改修を行い、プロジェクター・100イン

チのスクリーン及びOHCやDVDシステムを導入するなど視聴覚教育設備の充実に努めた。ま

た、ピアノレッスン室・練習室を移動・拡張するなど環境整備を行った。今後は時代に合

ったより教育効果の高まる機器を整備していくことが重要であり、委員会等で慎重かつ十

分な検討がなされているところである。 

また、各教室は施設設備課の職員及び常駐警備員によって毎日開錠・施錠を行い、学生 
支援センター事務サービス担当が中心となって教室の機器備品の管理を行っている。 
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(５)校地、校舎の安全性、障害者への対応、運動場、体育館、学生の休息場所等について記述

して下さい。訪問調査の際にご案内いただき、ご説明願います。 

警備システムについては、常駐警備員が24時間体制で、昼間は正門立哨を中心に不審者 
・不審車輌の入構規制、夜間は巡回警備を実施して学内の安全化を図っている。また、学 
内の要所で機械警備を実施し、防犯、防火の監視を行っている。 
 身障者への対応については、これまでも漸次スロープや、エレベーターの設置を進めて 

きた。最近では2004（平成16）年度にD棟入口にエレベーターとスロープを2008年4月には 

B棟入口にスロープを設置して学内のバリアフリー化を推進している。 

運動場は、本学から3.5㎞離れたところに広さ17,503㎡の小吹グラウンドを有しており、 

主に課外活動に利用されている。体育館は、鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺、地下1階地上2階建、 

2,105.72㎡で、常時授業や課外活動に活用されている。学生の休息場所については、学内

に緑が多く、芝生も整備されているので夏場は芝生のうえで昼食をとってい 

る光景がよくみられる。また、学生ホールやインターネットカフェ「ラヴァッツァ」・N棟 

プラザなどは冷暖房完備で快適な休息場所となっている。 

 

【図書館・学習資源センター等（以下「図書館等」という。）について】 

（１）図書館等の概要について、全体の配置図、座席数、年間図書館予算、購入図書等選定

システム、図書等廃棄システム、司書数、情報化の進捗状況等を含めて記述して下さい。なお

図書館等には訪問調査の際にご案内いただきます。 

① 施設（配置図・座席数） 
情報メディアセンターの建物は情報メディアセンター（電算システム部門、メディアセ

ンター（AV ギャラリー）部門）と情報メディアセンター別館（図書資料部門）からなる。

情報メディアセンター別館（図書資料部門）は、1995（平成 7）年に竣工し、鉄筋コンク

リート造地下 1 階地上 5 階建、建築面積約 1,763 平方メートル、延床面積約 5,705 平方メ

ートルの建物で、そのうち図書資料部門が利用している面積は 3,874 平方メートルである

（施設の概要を下記に示す）。図書収蔵能力は 250,000 冊となっている。閲覧フロアは地下

階、2 階、3 階、共同学習室は地下 1 階に 2 室、2 階と 3 階に 1 室ずつ設けられ、資料の約

9 割が開架に配架されている。 

総延面積：3,874 ㎡（情報メディアセンター別館のみ） 

＜サービス・スペース＞ 

閲覧スペース  ：1,055 ㎡ 

視聴覚スペース ：  371 ㎡ （メディアセンターに設置） 

情報端末スペース：   45 ㎡ 

＜管理スペース＞ 

書庫      ：1,328 ㎡ 

事務スペース  ：  184 ㎡ 

総閲覧座席表  ：  454 席 

＜書架収容力＞ 

棚板総延長 ：8,280 ㎡ 
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配置図については本章末尾の資料 1、2、3 に示す。 

② 年間図書予算（短大のみ） 

  

（単位：円）
2005(平成17)年度 2006(平成18)年度 2007(平成19)年度 2008(平成20)年度

図書購入費 9,000,000 9,000,000 8,700,000 7,180,000

雑誌購入費 4,000,000 4,000,000 4,400,000 4,000,000  
 

③ 購入図書選定について 
資料の購入に関し、各学部、学科の専門的な図書は教員の希望を取り入れ、学科に依嘱

した選書委員が取り纏めを行って選書、購入している。このため学部や学科のカリキュラ

ム、授業内容に沿った蔵書内容となっている。学部、学科に属さない分野や教養的色彩の

濃い内容の資料については専任の司書が中心となって選書・購入している。また、学生等

からの購入希望を取り入れる希望図書制度を設けており、随時学生のニーズを反映して資

料を購入している。 

④ 図書等廃棄について 
5 年に一度程度、紛失したものについて除籍を行っている。 

⑤ 司書数 
司書は 9 人である。（専任職員 4 名、非常勤職員 5 名） 

⑥ 情報化の進捗状況等 
業務コンピュータを運用開始したのは 1989 年 4 月である。その後 1995 年からインター

ネットを利用した OPAC（蔵書検索）サービスの開始、ウェブページによる図書館の情報提

供を開始した。またインターネットを利用したデータベース利用サービスも行っている。 

＜参考資料＞ 10「学校法人常磐大学管理運営規程」参照 

       11「常磐大学情報メディアセンターの組織および運営に関する規程」参照 

       12「常磐大学物件の調達・管理取扱要領」参照 

       13「資料の財産管理上の取扱基準」参照 

       14「常磐大学総合情報センター資料利用規程」参照 

 

（２）図書館に備えられている蔵書数（和書、洋書、学術雑誌数、AV 資料数等）を下表を例に作

成して下さい。 

図書館蔵書数一覧 

平成 20 年 5 月 1 日現在 

（大学全学（常磐大学と共同）） 

区 分 和書 洋書 学術雑誌 AV 資料 

冊（種） 223,888 冊 69,512 冊 4,877 種 17,053 点 

 

（３）図書館等には学生が利用できる授業に関連する参考図書、その他学生用の一般図書等は

整備されているか。また学生の図書館等の利用は活発かを、図書館等の責任者（図書館長等）

が現状をどのように捉えているかを記述して下さい。 
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① 授業に関連する参考図書及び一般図書の整備 
資料の購入に関し、各学部、学科の専門的な図書は教員の希望を取り入れ、学科に依嘱

した選書委員が取り纏めを行って選書、購入している。このため学部や学科のカリキュラ

ム、授業内容に沿った蔵書内容となっている。また、学部、学科に属さない分野や教養的

色彩の濃い内容の一般図書については専任の司書が中心となって選書・購入している。ま

た、学生等からの購入希望を取り入れる希望図書制度を設けており、随時学生のニーズを

反映して資料を購入している。 

② 図書館等利用状況 
本センターの有効活用を目的にオリエンテーション時に図書フロア利用案内を行い、ま

た授業を利用して、蔵書検索のガイダンスを行っている。 

2007 年度の短大生の利用は 貸出人数：744 名、貸出冊数：1,345 冊である。 

③ 総括 
近年の IT 技術の発達により、レポート等の調査等はインターネット上のコンテンツを

利用する傾向が強くなっている。コンテンツの信頼度を高め、また調査対象に多方面から

アプローチするためにも、所蔵資料内容の充実を図り、一層授業・研究に密接した図書フ

ロア運営を図る必要がある。 

 

（４）図書館等からの学内外への情報発信、他の図書館等との連携等、現在の図書館活動に

ついて、図書館長等がどのように受け止めているかを記述して下さい。 

① 学内外の情報発信 
インターネットを利用して OPAC 検索サービスが学内外から利用することができる。ま

た、本センターウェブページより、最新のお知らせ、開館カレンダー、フロアガイド等情

報を掲載している。携帯電話からでも利用できるよう、携帯電話用 OPAC、お知らせ用ウェ

ブページを設置している。 

② 他の図書館との連携 
相互協力業務として他大学図書館、公立図書館、国会図書館等と連携をとっている。2007

年度の実績として、文献複写依頼：466 件、文献複写受付：115 件、図書貸借依頼：86 件、

図書貸借受付：16 件であった。 

③ 現在の図書館活動 
よりよい学習、調査環境を提供するため、卒業論文や試験準備期間を中心に開館時間の

延長（平日 21:00 まで、土日 17:00 まで）を行っている。 

新着の図書をわかりやすくインフォメーションするために新着コーナーを設置し図書

利用の促進、及びデータベース・電子ジャーナルの充実・利用促進を図っている。 

④ 総括 
利用しやすい図書サービスを目指し活動を行ってきたが、今後卒業生や地域住民の方々

へのサービスを行っていきたい。また市内の図書館と連携し、新たなサービスを開発する

とともに、専門図書館としての蔵書の充実を図っていきたい。 
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【特記事項について】 

(1)この《Ⅲ教育の実施体制》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、例えば外国人教

員の採用、授業の公開、学習評価活動等、努力していることがあれば記述して下さい。 

 キャリア教養学科における「キャリア・イングリッシュⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ」において外国

人教員（非常勤講師）による授業が 4コマ実施され、学生のコミュニケーション能力形成
に大きく貢献している。 

 
(2)特別の事由や事情があり、この《Ⅲ教育の実施体制》の評価項目や評価の観点が求めるこ

とが実現（達成）できないときはその事由や事情を記述して下さい。 

特になし。 
 
 
 
 
 
資料 1．資料フロア配置図（地下 1階） 

 

 
 


